
h

h

関
山
門
川
町

σ'-

∞山}
M
H
l
q

∞j
w

の
性
格

ー
ー
ー
〉
官
印
。
守
防
N
A山
H
N

寓
本
本
文
を
中
心
にー
ー
ー

新

谷

英

治

t主

じ

め

に

〉

uB師
。
『

3
8
H
N
定
本

〉
〕
『
曲
師
。
同
官
民

HN
篤
木
本
文
の
構
成
上
の
問
題

〉
吉
田
O
同

3
N
S
N
篤
木
本
文
の
内
容
上
の
問
題

わ

り

に

-107ー

E 間
以お

tま

じ

め

オ
ス
マ
ン
朝
と
地
中
海
の
閥
わ
り
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

フロ
来

ト
ル
コ
人
た
ち
は
陸
上
に
お
け
る
遊
牧
を
業
と
し
、
水
上
で
の
活
動
に
は
な
じ
み
が
薄
か
司
た
と
思
わ
れ
る
。

一
一
世
紀
に
ア
ナ
ト

リ
ア
へ
の
流
入
を
本
格
的
に
開
始
し
た
オ
グ
ズ
系
の
ト
ル

コ
人
た
ち
も
ま
た
例
外
で
は
な
か
ア
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
彼
ら
の
後

奮
が
ア
ナ
ト
リ
ア
に
お
い
て
興
し
た
オ
ス
マ
ン
朝
は
、
一
五
|
一

六
世
紀
の
聞
を
通
じ
て
、
地
中
海
、
黒
海
あ
る
い
は
紅
海
を
制
覇
す
る
海
上

勢
力
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
オ
ス
マ
ン
朝
史
に
特
色
を
輿
え
る
大
き
な
要
素
で
あ
り
、
歴
史
上
の
他
の
ト
ル
コ
系
諸
民
族
、
諸
園
家
の
歴
史
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を
も
覗
野
に
入
れ
た
場
合、

オ
ス
マ
ン
朝
の
際
だ
っ
て
特
徴
的
な
事
象
と
し
て
浮
び
上
が
っ
て
く
る
。
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こ
の
よ
う
な
オ
ス
マ
ン
朝
の
海
上
、

な
か
ん
ず
く
地
中
海
で
の
隆
勢
が
如
何
に
し
て
可
能
に
な
り
、

ま
た
オ
ス
マ
ン
朝
の
地
中
海
と
の
関
わ

り
方
の
質
鰻
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
政
治
的
、
軍
事
的
に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
経
済
的
、
文
化
的
な
側
面
に
お
い
て
も
、

オ
ス

マ
ン
朝
に
と
っ
て
地
中
海
は
如
何
な
る
一
意
義
を
有
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
。
こ
う
い
?
た
黙
は
大
第
に
興
味
深
く
、

(

1

)

 

ト
邑
久
ノ
。

ま
た
重
要
な
問
題
と
言
え

そ
れ
で
は
一
五
|
一
六
世
紀
の
オ
ス
マ
ン
朝
の
地
中
海
と
の
関
わ
り
方
は
如
何
に
し
て
検
討
可
能
と
な
る
か
。
ま
ず
我
々
は
、

オ
ス
マ
ン
朝

が
地
中
海
に
閲
し
て
ど
の
よ
う
な
知
識
を
有
し
て
い
た
の
か
、
即
ち
、
オ
ス
マ
ン
朝
が
地
中
海
を
如
何
な
る
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
た
の
か

を
正
し
く
知
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
オ
ス
マ
ン
朝
と
地
中
海
の
日
常
的
な
閲
わ
り
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
こ
と
に
通
じ
る
。
そ
の

よ
う
な
意
味
で
研
究
の
出
護
貼
と
さ
れ
る
べ
き
文
献
は

一
六
世
紀
初
頭
に
オ
ス
マ
ン
朝
の
海
軍
指
揮
官
の

一
人
百
円
同
月
白

d

ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
語
で
著
わ
さ
れ
た
E

百
件
同
ゲ
ム
切
与
円

q
白v

w

(

『
海
洋
の
書
』
)
で
あ
ろ
う
。

に
よ
っ
て
オ

(

2

)

 

ピ
l
リ
l
・
ラ
イ
l
ス
及
び
『
キ
タ
l
ブ
・
バ
フ
リ
エ

』
に
つ
い

て
は
、
三
橋
富
治
男
氏
に
よ
っ
て
す
で
に
我
が
園
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る

-108ー

が
こ
こ
で
簡
単
に
整
理
し
て
お
く
。

ピ
l
リ
l
・
ラ
イ
l
ス
(
?
l
一
五
五
四
/
五
)
は
オ
ス
マ
ン
朝
海
軍
指
揮
者
の
一
人
と
し
て
有
名
な
穴
同
日
仰
一
周
回
J

印
(
?
|
一
五
一
一
)
の
甥

(

3

)

 

で
あ
り
、
血
筋
は
ト
ル
コ
系
、
ギ
リ
シ
ャ
系
の
い
ず
れ
と
も
言
わ
れ
る
が
、
定
か
で
は
な
い
。
生
年
は
正
確
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

四

六
五
年
な
い
し
七

O
年
頃
に
ガ
リ
ポ
リ
で
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
買
の
名
は
〉
f
B包
ゲ
-
a

〉
町
と
・
担
問
』
}
宮
ロ
ザ
同
B
B包

O
白
E-

(

4

)

 

自
削
ロ
H
F
削

E
ロ
円
目
白
羽
円
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
幼
小
か
ら
お
か
し
カ
マ
l
ル
・
ラ
イ
l
ス
の
許
で
船
上
の
生
活
を
遺
っ
て
い
た
ら
し
い
。

一
四
九
五
年
の
弟
ジ
ェ
ム
の
死
に
よ
り
封
外
政
策
を
積
極
化
し
た
バ
ヤ
ズ
ィ
ッ
ト
二
世
の
求
め
に
雁
じ
て
カ
マ
l
ル
・
ラ
イ
l
ス
が
オ
ス
マ

ン
朝
海
軍
に
闘
属
し
た
時
、

ピ
l
リ
l
・
ラ
イ
l
ス
も
お
じ
と
行
動
を
と
も
に
し
、
こ
の
頃
か
ら
本
格
的
に
オ
ス
マ
ン
朝
海
軍
と
関
わ
り
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
。
ピ
l
リ

i
・
ラ
イ
l
ス
の
名
前
が
オ
ス
マ
ン
朝
の
海
軍
史
に
登
場
す
る
の
は
一
四
九
九
一
五

O
二
年
の
封
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
戦
争
が
最
-
初
で
あ
る
。
こ
の
時
、
ラ
イ
l
ス
(
『
岳
臼
一
般
に
船
長
の
意
)
と
し
て
何
隻
か
の
戦
艦
を
卒
い
た
。

カ
マ
l
ル
・
ラ
イ
l
ス
の
死



一
五
一
六
!
一
七
年
に
は
封
エ
ジ
プ
ト
遠
征
に
参
加
し
た
。

白

-
-
U
E
F『r
R
a
g
-
?ー
一
五
四
六
)
の
許
で
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

後

以
後
、

司

5
2
8
の
海
戦
で
の
勝
利
で
知
ら
れ
る
烈
}
岡
山
令
河
田
J

帥
(
関
宮
司

や
が
て
エ
ジ
プ
ト
方
面
の
艦
隊
責
任
者
と
な
り
、

ス
ニ巳

ズ
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
海
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
ま
で
乗
り
出
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
勢
力
を
牽
制
し
た
。

一
五
五
一
年
嘗
時
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
占
領
し
て
い
た

(
5〉

ホ
ル
ム
ズ
を
包
園
し
た
が
、
敵
か
ら
賄
賂
を
受
け
取
っ
て
敢
え
て
ホ
ル
ム
ズ
を
攻
め
落
と
さ
ず
に
撤
退
し
た
と
の
嫌
疑
が
か
か
り
、
こ
れ
が
原

因
と
な
っ
て
ス
ル
タ
l
ン
の
不
興
を
買
い
、

一
五
五
四
/
五
年
(
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
九
さ
己
庭
刑
さ
れ
、
財
産
も
浸
牧
さ
れ
た
。

混
年
が
正
し
い
と

す
れ
ば
、

八

O
な
い
し
九

O
歳
で
現
役
の
艦
陵
長
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
不
自
然
と
す
る
な
ら
ば
、
生
年
は
も
っ
と
繰
り
下
げ
ら
れ

る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
〔
同
日
仏
。
位
E

・
と
宮
間
三

5
8日
目

l
×
〈
同
一
〉
向
。
ニ
ロ
曲
目
忌
吋
品
目
∞
|
見
他
〕

い
わ
ば
地
理
的
情
報
や
航
海
方
法
を
主
睦
に
し
た
地
中
海
航
海
案
内
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
成
立

の
事
情
は
『
キ
タ
l
ブ
・
パ
フ
リ
エ
』
〉
苫
阻
止

ENG巳
篤
本
〈
後
述
)
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
大
略
次
の
逼
り
で
あ
る
。

『
キ
タ
l
ブ
・
パ
フ
リ
エ
』
は
、

海
洋
の
知
識
含
弓
削
己
B
即
と
船
乗
の
技
術
自
己
z
f
]
ミ
窓
口
ピ
叫
に
つ
い
て
ま
と
め
、
ス
ル
タ
l
ン
〔

・
ス
レ
イ
マ

l
ン
一
世
〕
に
献

上
す
る
た
め
に
書
い
た
。
カ
マ

l
ル
・
ラ
イ
l
ス
そ
の
他
と
と
も
に
地
中
海
の
海
岸
、
島
々
の
海
岸
の
人
の
住
む
所
ヨ
矢
田
口
H
E
H
、
腰
撞

と
な
っ
た
所
、
港
、
川
、
岩
礁
、
浅
瀬
な
ど
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
見
て
き
た
が
、
地
園
で
は
距
離
が
縮
小
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
に
そ
れ

-109ー

ぞ
れ
の
地
黙
の
細
か
な
情
報
を
示
せ
な
い
。
そ
の
た
め
文
章
で
説
明
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
本
書
は
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
九
三
二
〔
西
暦
一
五

以
前
か
ら
下
書
は
作
成
し
て
あ
っ
た
が
、

一
一
六
〕
年
に
ガ
リ
ポ
リ
で
書
き
上
げ
ら
れ
た
。

だ
〈
ω
自
工
ぽ
印
刷
『
〉
と
考
え
、
清
書
を
し
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
〈
E
Z窓
口
主
音
己
目
守
口
司
官

Z
Z
E
C。

(
6
)
 

ム
・
パ
シ
ャ
の
命
を
受
け
て
、
す
っ
か
り
清
書
を
終
え
た
。
〔
〉
吉
田
。
同
百
一
ω
|
叶
〕

ス
ル
タ
l
ン
に
献
上
す
る
の
は
困
難
な
こ
と

し
か
し
〔
大
宰
相
〕
イ
プ
ラ
ヒ

l

著
わ
さ
れ
た
理
由
は
、
著
者
の
述
べ
る
所
に
よ
れ
ば
、
自
分
が
賓
際
に
知
り
得
た
地
中
海
の
姿
と
航
海
技
術
に
つ
い
て
ま
と
め
、
貫
際
の
用
に

供
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
歴
史
的
な
情
報
も
記
述
さ
れ
て
お
り
、
様
々
の
角
度
か
ら
研
究
さ
れ
る
べ
き
内
容
を

333 

含
ん
で
い
る
。
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さ
て
、
こ
の
よ
う
に
『
キ
タ
l
ブ
・
バ
フ
リ
エ
』
は
水
夫
あ
る
い
は
氷
丘
一
の
た
め
の
航
海
上
必
要
か
つ
有
盆
な
質
践
的
・
賞
用
的
情
報
を
提

供
す
る
事
を
第

一
義
的
な
目
的
と
し
、
買
態
上
歴
史
的
事
貫
よ
り
は
む
し
ろ
地
理
的
情
報
の
記
述
に
重
き
が
置
か
れ
た
著
作
で
あ
り
、
そ
の
意

味
で
は
地
理
書
の
範
暗
に
属
す
る
書
物
で
あ
る
が
、
執
筆
さ
れ
た
一
六
世
紀
初
頭
の
オ
ス
マ
ン
朝
に
お
け
る
地
中
海
に
閲
す
る
知
識
・
理
解
が

集
約
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
そ
し
て
オ
ス
マ
ン
朝
側
で
書
か
れ
た
そ
の
よ
う
な
著
作
は
今
日
知
ら
れ
て
い
る
限
り
、
他
に
存
在
し
な
い
。
そ
の

意
味
で
、

オ
ス
マ

ン
朝
と
地
中
海
の
関
わ
り
を
考
え
る
場
合
、
我
々
は
ま
ず
地
中
海
に
関
す
る
基
礎
的
な
情
報
を
提
供
し
、
類
書
を
も
た
な
い
こ

の
著
作
を
分
析
し
、
オ
ス
マ
ン
朝
の
地
中
海
に
閲
す
る
知
識
と
理
解
、
認
識
の
貫
際
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。

『
キ
タ
l
プ
・
バ
フ
リ
エ

』
は

後
述
の
通
り
、

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
九
二
七
年
に
完
成
し
た
も
の
(
以
下
九
二
七
年
本
と
呼
ぶ
)
と
同
じ
く
九
三
二

年
に
完
成
し
た
も
の
(
同
じ
く
九
三
二
年
本
と
呼
ぶ
)
の
二
種
の
系
統
を
持
つ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
の
潟
本
に
基
づ
い
て
、

一
部
或
い
は
全
睦
の

翻
語
、
序
文
あ
る
い
は
本
文
の
一
部
を
紹
介
、
検
討
す
る
作
業
は
既
に
一
八
世
紀
以
来
先
翠
の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
(
別
掲
参
考
文
献
表

参
照
〉
。

し
か
し
、
か
つ
て

ω
2
2
r
が
指
摘
し
た
通
り
〔
ω2
8
r
5
3
F
R
H〕
、
地
中
海
の
各
地
を
説
明
し
て
い
る
本
文
全
瞳
を
締
盟
と
し

て
分
析
す
る
作
業
は
未
だ
に
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
現
在
も
依
然
そ
の
朕
態
は
改
善
さ
れ
て
い
な
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

-110ー

本
稿
は

『
キ
タ
l
ブ
・

パ
フ
リ
エ
』
九
三
二
年
本
の
一

寓
本
の
本
文
金
銭
の
整
理
と
分
析
を
行
な
い
、

本
文
の
構
成
上
の
問
題
及
び
内
容

上
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
キ
タ
I
ブ
・
バ
フ
リ
エ
』
の
本
文
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
れ
は
オ
ス

マ

ン
朝
と
地
中
海
の
関
わ
り
を
考
え
て
い
く
た
め
の
ご
く
基
礎
的
な
作
業
の
一
部
で
あ
る
。

〉
可

g
o
h
E
N
E
N
寓
本

l 

『
キ
タ
l
ブ
・
バ
フ
リ
エ
』
の
種
々
の
寓
本

『
キ
タ
1
3フ
・
バ
フ
リ
エ
』
は

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
九
二
七
年
に
完
成
し
た
も
の
(
九
二
七
年
本
)
と
同
じ
く
九
三
二
年
に
完
成
し
た
も
の
(
九
一
一
一
一
一



年
本
)
の
二
種
の
系
統
を
持
つ
。
九
二
七
年
本
の
潟
本
が
単
に
二
系
統
に
分
か
れ
て
流
布
し
た
の
で
は
な
く
、
九
三
二
年
に
著
者
自
身
に
よ
司

(

7

)

(

8

)

 

て
改
め
て
書
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
が
九
二
七
年
本
と
は
別
個
に
流
布
し
て
い
ア
た
の
で
あ
る
。

今
日
い
ず
れ
の
系
統
に
つ
い
て
も
、
複
数
の
完
本
を
比
較
検
討
し
た
校
訂
本
は
な
い
。

H
M

白
己
保
同

E
m
に
よ
る
九
二
七
年
本
の
一
潟
本
の
テ

ク
ス
ト
と
ド
イ
ツ
語
需
の
出
版
は
未
完
の
ま
ま
で
あ
る
。
従
っ
て
賞
態
と
し
て
我
々
は
各
圃
書
館
等
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
寓
本
の
形
で
利
用
で

〈

9
)

き
る
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
著
者
自
身
の
直
筆
本
は
南
系
統
と
も
に
所
在
が
確
か
め
ら
れ
て
い
な
い
。

同
日
仏
O
恒
ロ

-E宮∞
O

同
巴
ω♂
〉
『

2
F
8
5足
に
よ
れ
ば
、
九
二
七
年
本
一
六
寓
本
、

九
三
二
年
本
一
三
寓
本
、
計
二
九
篤
本
、

ま
た

ω
0
5
m
W
5
3
に
よ
れ
ば
、
九
二
七
年
本
二
二
潟
本
、
九
三
二
本
一

O
寓
本
、
地
園
の
み
の
も
の
二
、

(

印

)

報
告
者
に
よ
っ
て
相
違
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
質
際
に
確
認
す
る
作
業
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
と
も
あ
れ
現
在
報
告
さ
れ
て
い
る
か
ぎ

計
三
四
寓
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。

り
に
お
い
て
、

ω
2口
mw
が
指
摘
す
る
地
園
の
み
の
も
の
を
別
に
し
て
本
文
の
附
さ
れ
て
い
る
寓
本
だ
け
を
考
慮
す
る
と
、

九
二
七
年
本
は
ヨ

-111ー

ー
ロ
ッ
パ
各
地
及
び
ト
ル
コ
で
所
識
さ
れ
、

一
方
九
三
二
年
本
は
フ
ラ
ン
ス
の
回

E
o
F
2
5
5昨

FOE-m
所
臓
の
一
潟
本

(ω=z-bHE巳

(

江

〉

Z
2
8由
〉
を
除
い
て
全
て
イ
ス
タ
ン
プ
ル
に
所
在
す
る
。

以
下
の
議
論
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
現
在
知
ら
れ
て
い
る
完
本
す
べ
て
を
比
較
・
検
討
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
に
つ
い
て
テ
ク
ス
ト
を
確
定

し
た
う
え
で
準
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
作
業
は
や
や
時
聞
を
要
す
る
と
思
わ
れ
、
ま
た
唯
一
全
睦
が
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
版
で
出
版
さ
れ
て
最
も
利
用
し
や
す
い
形
で
提
供
さ
れ
て
い
る
、
九
三
二
年
本
に
属
す
る
〉
百

g
守
由
民
H
N

潟
本
(
イ
ス
タ
ン
プ
ル
の

ω巴
4
日
g
q
o
園
書
館
所
蔵
〉
す
ら
そ
の
全
障
の
分
析
と
考
察
は
充
分
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
献
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
は
考
察
の

封
象
を
こ
の
〉
吉
田
O

守
忠
告
ω
潟
本
に
読
り
、
特
に
本
文
の
銃
述
の
展
開
、
内
容
の
問
題
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

2 

〉
官
印
oh可
同
N
E
N

寓
本

335 

以
下
で
検
討
の
封
象
と
す
る
イ
ス
タ
ン
プ
ル
の

ω己
ミ
B
S
Fヨ
園
書
館
所
臓
〉

usg守
白
N
E
N

寓
本
は
、
前
述
の
通
り
『
キ
タ
l
ブ
・
バ
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(
ロ
)

フ
リ
エ
』
の
諸
寓
本
の
う
ち
、
現
在
全
鐙
が
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
で
出
版
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
完
本
で
あ
る
。
奥
書
公
o
z
z
oロ
)
を
持
た
な
い
た

一
六
世
紀
後
牢
か
ら

一
七
世
紀
前
牟
に
成
立
し
た
と
考
え
ら

〉
U
H

印印
O

守山
N
G
H
N

潟
木
本
文
に
附
さ
れ
た
地
固
が
粗
雑
で
あ
る
こ
と
を
根
援
に
、
〉
苫
印
O

『百

(

日

〉

自
己
潟
本
が
最
も
早
い
時
期
の
寓
本
に
麗
し
、
原
本
に
極
め
て
近
い
も
の
の

一
っ
と
考
え
て
い
る
。

め
、
音
一
一
再
荷
生
、
室
百
潟
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
書
潟
年
代
に
つ
い
て

ωo
c口
岳

は、

れ
る
他
の
九
三
二
年
本
系
の
潟
本
と
比
較
し
て
、

文
字
は
明
瞭
な
ナ
ス
フ
瞳
で
あ
り

母

一
旦
日
貼
が
施
さ
れ
て
い
る
。
母
一
音
貼
は
文
字
と
墨
の
濃
さ
が
違
う
た
め
、
時
を
違
え
て
施
さ
れ
た
か
、

あ
る
い
は
書
寓
生
と
は
別
の
手
に
な
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

〉
百
印
。
『
可
白
M
E
N

寓
本
の
構
成
と
内
容
の
概
略
は
次
の
遁
り
で
あ
る
。

よ
っ
て
い
る
。
寓
本
自
世
に
は
本
来
-
記
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
以
下
の
ペ
ー
ジ
数
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
に
記
入
さ
れ
た
も
の
に

序
文
(
二
|
七
ペ
ー
ジ
)
は
散
文
で
書
か
れ
、

ス
ル
タ
1
ン
へ
の
献
辞
、
執
筆
動
機
そ
の
他
を
述
べ
る
。
解
説
部
(
七
|
八
五
ペ
ー
ジ
)
は
韻
文

岬
、
町
な
ど
の
地
形
、
航
海
上
の
注
意
貼

-112ー

で
あ
り
、
著
者
の
知
る
と
こ
ろ
の
航
海
法
や
、
地
理
的
、
歴
史
的
な
情
報
を
線
論
的
に
述
べ
る
。

(
M
)
 

を
二
一

O
の
地
域
に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
一
軍
を
充
て
て
沿
岸
地
域
及
び
島
興
に
所
在
す
る
港
、

本
文
(
八
六
|
八
四
八
ペ
ー
ジ
)
は
、
地
中
海

な
ど
を
細
か
に
述
べ
る
。
各
章
毎
に
そ
の
末
尾
に
閲
係
地
域
の
地
固
が
附
さ
れ
る
(
総
数
一
二
五
回
)。
政
文
(
八
四
九
|
八
五
五
ペ
ー
ジ
〉
は
序
文

と
同
様
に
韻
文
で
あ
り
、
執
筆
の
動
機
か
ら
完
成
ま
で
の
事
情
を
簡
単
に
述
べ
て
本
書
を
締
め
く
く
る
。
こ
の
政
文
の
後
(
八
五
六
|
八
五
八
ベ

ー
ジ
〉
に

先
の
一
二
五
固
の
地
固
と
は
別
に
マ
ル
マ
ラ
海
関
係
の
地
圏
三
葉
が
附
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
説
明
文
は
無
く
、
地
聞
の
み

で
あ
る
。
著
者
自
身
が
本
文
で
、

最
初
は

〔ダ
l
ダ
ネ
ル
ス
〕
海
峡
の
ヒ
サ
l
ル

〔ω口
一
作
曲
口
々
白
(
現
(
U

同
Erz-o)
及
び
そ
の
封
岸
の
関
白
]
正
巳
・
回
同
一
可
(
百

-F向『一『)〕
カ

ら
出
渡
し
た
の
で
あ
り
、

〔
地
中
海
の
全
域
を
説
明
し
た
後
〕
ま
た
そ
の
南
城

E
弘
正
由
る
で
移
了
す
べ
き
で
あ
る
:
:
;
。
〔
〉
苫
臼
O

守同日

M
吋
吋
〕

と
述
べ
て
い
る
貼
に
鑑
み
て
、
こ
れ
ら
の
マ
ル
マ
ラ
海
闘
係
の
地
園
は
後
に
附
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
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ま
ず
絞
越
の
流
れ
、
即
ち
各
地
域
が
ど
の
よ
う
な
順
で
説
明
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。
絞
越
は
ダ
l
ダ
ネ
ル
ス
海
峡
の
エ
ー
ゲ
海
へ
の

出
口
に
近
い
ス
ル
タ
l
ニ
l
ヤ
及
び
キ
リ
ト
バ
ヒ
ル
に
始
ま
り、

エ
ー
ゲ
海
に
面
し
た
ア
ナ
ト
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
の
海
岸
部
、
及
び
エ
ウ
ボ
イ

ア
明
手
。
広
(
Z
O
問

3
3ロ
芯
)
島
を
説
明
す
る
。
次
い
で
キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
西
部
・
西
ス
ポ
ラ
デ
ス
諸
島
を
除
く

エ
ー
ゲ
海
の
島
々
を
説
明
し
た

後
、
ア
テ
ネ
の
近
退
か
ら
西
に
向
っ
て
地
中
海
の
海
岸
部
と
そ
の
近
迭
の
島
々
を
順
に
解
説
す
る
。
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
か
ら
北
ア
フ
リ
カ
に

移
り

エ
ジ
プ
ト
、

シ
リ
ア
を
経
て
ア
ナ
ト
リ
ア
南
岸
部
を
述
べ
た
後
、

エ
ー
ゲ
海
の
残
り
の
島
々
を
説
明
し
て
、

最
後
の
サ
ロ
ス

ω
R
S

エ
ー
ゲ
海
と
地
中
海
を
園
む
海
岸
部
と
そ
の
中
の
島
々
の
う
ち
、
主
要
な
も
の
は
殆
ど
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
良
か
ろ
う
。

説
明
さ
れ
る
地
匡
の
移
動
方
向
は
概
ね
規
則
性
を
有
し
て
お
り
、
ま
た
、
各
一
章
で
の
港
、
岬
、
町
等
の
説
明
順
は
原
則
的
に
地
匡
の
移
動
方
向

と
同
一
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
キ
タ
l
ブ
・
バ
フ
リ
エ
』
の
本
文
の
紋
述
形
態
に
は
規
則
性
が
存
在
す
る
と
言
っ
て
良
い
。

湾
に
至
る
。

し
か
し
明
ら
か
に
規
則
性
を
破
っ
て
い
る
部
分
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は

エ
ー
ゲ
海
の
海
岸
部
と
そ
の
島
々
に
関
わ
る
部
分
、
及
び
イ
タ
リ
ア

-114-

の
西
岸
部
か
ら
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
に
至
る
海
岸
部
で
あ
る
。

)
 

可
ム(
 
ニE

ー

ゲ

海

域

同

}
M
H
m
p
w
m
(
ω
O
B
E
H
F
円。
r
〉、

こ
の
部
分
の
説
明
は
、
先
ず
最
北
部
の
島
々
、
即
ち
ボ
ズ
ジ
ャ
ア
ダ
切
O
N
S

〉
岳
、

レ
ム
ノ
ス
ド
伽
ヨ
ロ
。
印
(
ピ
自
己
)
、

イ
ム
ロ
ズ

H
B
H
O
N

〉門芯
2
、
サ
モ
ト
ゥ
ラ
ケ

ω同ヨ
0
・

ハ
ギ
オ
ス
・
エ
ウ
ス
ト
ゥ
ラ
テ
ィ
オ
ス

E
b柱
。
回
開

g可九伊丹
F
O
印(回
O
N
E
E〉、

タ
ソ

ス
叶
}
品
目
。
印
の
各
島
、
次
い
で
そ
の
封
岸
の
ギ
リ
シ
ャ
の
海
岸
部
を
説
明
し
た
後
エ
ウ
ボ
イ
ア
島
に
移
り
、

そ
の
後
は
ア
ナ
ト
リ
ア
海
岸
に
近

い
レ
ス
ボ
ス
戸
昨
日
吉
田
(
玄
EM--C
島
に
飛
ぶ
。
そ
こ
か
ら
南
東
方
向
に
ア
ナ
ト
リ
ア
の
エ

ー
ゲ
海
岸
と
そ
れ
に
近
く
位
置
す
る
キ
オ
ス
の

E
S

(rrHN)
島、

サ
モ
ス

ω
b
g
g
島、

イ
カ
リ
ア

F
R
E
島
等
の
島
々
を
述
べ
、

ス
ポ
ラ
デ
ス
諸
島
の
南
端
ロ

l
ド
ス
河

E
S
島
に
至
る
。

キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
の
東
牢
分
を
停
っ
て

エ
ウ
ボ
イ
ア
島
の
南
の
ア

ン
ド
ゥ

ロ
ス

LF
E円。田
島
に

ロ
ー
ド
ス
島
か
ら
は

一
時
し
て
北
西
に
進
み
、

至
る
。
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こ
の
島
の
説
明
を
終
え
た
後
、

「H
m
ユゲロ
N

〔
エ
ウ
ボ
イ
ア
〕

か
ら
下
の
ル

l
メ
リ
の
海
岸
を
説
明
す
る
」
と
題
し
て
新
た
な
一
章
(
第
四
七

章
)
を
起
こ
し
、
そ
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
(
一
部
先
の
引
用
と
重
複
す
る
)
。

「
島
の
閲

(
m
E
R
E〉
」
と
い
っ
て
知
ら
れ
て
お
り
、
異
数
徒
た
ち
が
〉

5
8白
-DmE
と
言
い
習
わ
し
て
い
る
島
々
を
順
に
然
る
べ
く

説
明
し
た
。
さ
て
そ
こ
で
、

ル
l
メ
リ
の
海
岸
と
フ
ラ
ン
ク
の
海
岸
を

ω与
S
海
峡
〔
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
〕

に
至
る
ま
で
説
明
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
後
マ
グ
リ
ブ
の
海
岸
を
読
現
し
よ
う
。
巡
っ
て
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア

r
w
g含
Z
E、
シ
リ
ア
の
陸
地
を
逼
っ
て
ア

ナ
ト
リ
ア
の
海
岸
ま
で

〔
を
説
明
し
よ
う
〕
。
再
び
ロ

l
ド
ス
島
へ
来
て
、

そ
こ
か
ら
カ
ル
パ
ト
ス
同
国
名
曲
〔
町
立
『
苦
手
。
臼
〕
島
と
ク
レ
タ

〔穴宮〕、

〔
西
ス
ポ
ラ
デ
ス
諸
島
の
〕

〔
キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
の
〕
ア
ナ
フ
ィ

Z
仰
向
釦
〔
〉
ロ

S
E〕
、
ミ
ロ
ス
ロ
四
郎
同

BE--r
〔玄伽
-o
臼〕、

ス
キ
ロ
ス
ゲ
EHM
〔ωr司
円
。
臼
〕
、
ス
キ
ア
ト
ス
同
回
目
内
同
仏
口
印
〔
ω
r
s
p
o回
〕
、
ア
ロ
ン
ニ
ソ
ス
』
削
B
Z
Y

ケ
ア
宮
口
門
広
仏

同
日
間
件
〔
同
ハ
『
間
同
町
〕
島
と

〔
E
0
5
2
0臼
〕
の
諸
島
を
巡
っ
て
海
峡
の
ヒ
サ

1
ル
へ
我
々
は
到
着
し
よ
う
、
順
番
が
凱
さ
れ
な
い
よ
う
に
(
冨
『
仲
間
F
r
o
g
-
Bミ
ω)
。
と
い

う
の
は
、
最
初
は
海
峡
の
ヒ
サ

l
ル
か
ら
出
裂
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
雨
域
で
終
了
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
そ
こ
で
、

ま
ず
ル

l
メ
リ
海
岸
に
あ
る
ア
テ
ネ
〉

S
E
〔
〉
昨
日
仏
ロ
巳
〕
の
海
岸
部
を
設
現
し
よ
う
。

先
に
述
べ
た

Z
F
F
Z
の

-116ー

OHNH-
・司
Z
山
門
の
正
面
に
位
置
す
る
ル

1
メ
リ

〔
の
海
岸
〕

に
天
然
の
港
が
あ
る
。

」
の
港
を
口
氏
N
H
O
ミ
gH
と
言
う
。

〔〉凶面目。『
u
Z凶
日

N

吋吋〕

こ
の
よ
う
に
、

ア
テ
ネ
に
近
い
海
岸
部
か
ら
沿
岸
部
を
西
方
に
向
っ
て
順
に
説
明
し
て
ゆ
く
。
ピ

l
リ
l

・
ラ
イ
l
ス
が
こ
の
箇
所
で
述
べ
て

い
る
通
り
、

カ
ル
パ
ト
ス
島
、

ク
レ
タ
島
及
び
キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
の
西
半
分
に
位
置
す
る
島
々
さ
ら
に
は
西
ス
ポ
ラ
デ
ス
諸
島
は
本
文
の
最
後

に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

直
ち
に
気
附
く
こ
と
は
次
の
二
貼
で
あ
る
。

ωエ
ー
ゲ
海
の
説
明
が
本
文
の
最
初
と
最
後
に
二
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

ωそ
の
二
分
の
仕
方

及
び
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
説
明
順
が
奇
異
な
印
象
を
あ
た
え
る
こ
と
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
エ
ー
ゲ
海
の
ア
ナ
ト
リ
ア
側
と
ギ
リ
シ
ャ
側
の
複
雑
な
海
岸
線
及
び
多
数
の
島
々
を
ど
の
よ
う
な
順
で
説
明
す
る
か
と
い
う
問
題



で
あ
る
。

ωの
離
は
そ
れ
自
睦
は
特
別
問
題
と
す
る
に
嘗
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
エ
ー
ゲ
海
が
最
初
に
扱
わ
れ
る
理
由
を
ひ
と
ま
ず
措
く
と

す
る
と
、
エ
ー
ゲ
海
が
通
過
黙
で
は
な
く
説
明
の
出
護
貼
で
あ
り
同
時
に
伯
仲
了
貼
で
あ
る
た
め
に
、
冒
頭
で
扱
わ
れ
る
部
分
と
末
尾
で
扱
わ
れ

る
部
分
に
二
分
さ
れ
て
い
て
も
そ
れ
は
む
し
ろ
自
然
で
あ
ろ
う
。
問
題
は

ωで
あ
る
。

幾
っ
か
疑
問
が
浮
ぶ
。
エ
ー
ゲ
海
最
北
部
の
海
岸
部
を
西
方
へ
、
次
い
で
南
方
へ
と
進
ん
で
エ
ウ
ボ
イ
ア
島
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
レ
ス
ボ
ス

島
へ
と
絞
述
が
移
る
が
、
西
ス
ポ
ラ
デ
ス
諸
島
が
こ
の
聞
で
説
明
さ
れ
な
い
の
は
何
故
か
。
ま
た
、
ア
ン
ド
ク
ロ
ス
島
か
ら
す
ぐ
に
「
ル

l
メ

リ
の
海
岸
と
フ
ラ
ン
ク
の
海
岸
」
の
説
明
に
移
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
何
か
。
先
に
キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
の
西
牢
分
の
島
々
及
び
カ
ル
パ

ト
ス
島
、

ク
レ
タ
島
等
を
説
明
し
て
お
い
て
も
一
向
に
差
し
障
り
は
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

残
念
な
が
ら
現
時
貼
で
こ
の
疑
問
に
劃
す
る
明
確
な
解
答
の
用
一
意
は
な
い
が
、
偲
設
と
し
て
次
の
二
黙
が
翠
げ
ら
れ
よ
う
。

の
ピ
l
リ
I
・
ラ
イ
l
ス
の
説
明
順
が
、
エ
ー
ゲ
海
に
お
け
る
政
治
的
朕
況
、
或
い
は
地
域
的
な
纏
ま
り
と
そ
れ
ら
地
域
の
相
互
関
係
な
ど
、

一
貼
目
は
、
こ

一
五
二
二
年
オ
ス
マ
ン
朝
の
軍
は
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
修
道
曾
の
本
援
ロ

1
ド
ス
烏
を
攻
略
し
、
修
道
舎
の
支
配
下
に
あ
っ
た
、

ロ
ー
ド
ス
島
を
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嘗
時
の
何
等
か
の
貫
態
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
例
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

含
む
ス
ポ
ラ
デ
ス
諸
島
(
ド
デ
カ
ネ
ス
諸
島
〉
は
オ
ス
マ
ン
朝
の
支
配
下
の
島
々
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
九
三
二
年
本
が
纏
め
ら
れ
た
一
五
二
六

年
嘗
時
キ
オ
ス
島
、
カ
ル
パ
ト
ス
島
、
ク
レ
タ
島
、
キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
、
西
ス
ポ
ラ
デ
ス
諸
島
は
オ
ス
マ
ン
朝
の
支
配
下
に
は
入
っ
て
い
な

(
日
〉

ぃ
。
ピ

I
P
-
-
ラ
イ
l
ス
の
佐
越
順
は
こ
う
い
っ
た
事
情
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
卸
ち
、
著
者
は
ま
ず
嘗
時
オ
ス
マ
ン
朝
の
支

エ
ー
ゲ
海
最
北
部
の
島
々
と
そ
の
劃
岸
部
及
び
エ
ウ
ボ
イ
ア
島
、

配
下
に
あ
っ
た
、

レ
ス
ボ
ス
島
、
さ
ら
に
は
そ
こ
か
ら
南
西
方
向
の
ア
ナ
ト

リ
ア
の
海
岸
と
ス
ポ
ラ
デ
ス
諸
島
を
含
む
沿
岸
の
島
々
を
説
明
し
(
た
だ
し
キ
オ
ス
島
は
オ
ス
マ
ン
朝
支
配
下
に
な
く
、
こ
こ
で
は
例
外
的
)
、
し
か
る

後
未
だ
支
配
下
に
は
な
か
っ
た
が
エ
ウ
ボ
イ
ア
島
方
向
へ
黙
々
と
績
く
キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
東
部
を
停
っ
て
ギ
リ
シ
ャ
岸
に
至
り
、
地
中
海
を
一

廻
り
し
た
あ
と
で
、
支
配
下
に
な
い
島
々
の
う
ち
残
っ
た
カ
ル
パ
ト
ス
島
、
ク
レ
タ
島
、
キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
西
部
、
西
ス
ポ
ラ
デ
ス
諸
島
を
ま

341 

と
め
て
説
明
し
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
考
え
れ
ば
、
最
も
奇
異
に
思
わ
れ
る
エ
ウ
ボ
イ
ア
島
か
ら
レ
ス
ボ
ス
島
へ
の
飛
躍
が
幾
分
な
り
と
も
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理
解
し
や
す
く
な
る
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
推
定
に
と
ど
ま
る
。

二
貼
自
は
、

ピ
l
リ

l
・
ラ
イ

l
ス
が
何
等
か
の
先
人
の
著
作
を
利
用
、
あ
る
い
は
参
考
に
し
て
い
る
た
め
、

そ
の
文
献
の
内
容
が
反
映
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
可
能
性
も
け
っ
し
て
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
の
考
え
方
に
つ
い
て
も
、
十

分
な
材
料
を
用
一意
で
き
て
い
な
い
現
肢
で
は
推
測
に
推
測
を
重
ね
る
結
果
と
な
る
た
め
、
こ
れ
以
上
深
入
り
す
る
こ
と
は
避
け
た
い
。

イタリア牢島南端部

iru (Policastro) 

圃3

(2) 

西
地
中
海
北
岸
部
分

0. Isq五Iqa(Scalea) 

Qalるwrl地方
(Calabria) 

T己rpiya(Tropea) 

。

Niqutara (Nicotera) 。

Milas白ct. ~_ 
~(M加zo)\ _j /'ヌ

oMisina 
(Messina) 

Panyara (Bagnara) 

0. Rija (Reggio) Jijliya島
(Sicilia) 

Kurdo量Iu-Alpagot1935所収 Ayasofya2612潟本

(フ ァクシミリ版)p_548の地図をもとに作成。海

岸線，町の相封的位置は原闘に従っている。
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こ
の
部
分
で
は
、

ア
ド
リ
ア
海
か
ら
タ
1
ラ
ン
ト
湾
に
か
け
て
の
地
域
を
述
べ
た
後
、

シ
チ
リ
ア
島
か
ら
コ
ル
シ
カ
島
そ
し
て
パ
レ
ア
レ
ス

諸
島
を
説
明
す
る
。
そ
の
後
本
文
五
四
四
!
六
一
七
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
カ
ラ
プ
リ
ア
半
島
南
部
か
ら
ジ
プ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
ま
で
を
述
べ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
匡
(
章
)
の
順
序
は
、
イ
タ
リ
ア
半
島
西

こ
こ
は
一
三
の
地
匿
に
分
か
た
れ
、
本
文
の
第
一
二
七

1
一
三
九
章
に
相
嘗
す
る
。

部
で
は
南
か
ら
北
へ
移
動
し
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
か
け
て
は
東
か
ら
西
へ
移
動
す
る
。
こ
の
貼
は
本
書
全
瞳
の
銃
述
の
流
れ
に
従
っ

て
お
り
、
特
に
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
地
巨
(
章
〉
の
中
で
の
各
地
貼
の
錠
述
は
、
そ
れ
ぞ
れ
北
か
ら
南
へ
、

る
。
五
四
四
ペ
ー
ジ
か
ら
始
ま
る
第
一
二
七
一
章
ハ
本
稿
一
一
一
二
ペ
ー
ジ
表
1
注
②
参
照
〉
は
、

西
か
ら
東
へ
と
逆
行
し
て
い

残
り
の
同
包
色
削
ロ
の
島
々

〔
嘗
時
ス
ペ
イ
ン
王
園
領
で
あ
っ
た
シ
チ
リ
ア
な
ど
の
島
々
〕
を
我
々
は
説
明
し
終
え
た
。

〔
こ
こ
ま
で
〕

来
た
。
プ
リ
ア
]
U

ロ
-uE
〔
2
同
日
目
白
寅
際
は

p
z
r
E〕
海
岸
か
ら
〔
説
明
を
〕
再
開
し
よ
う
、
順
番
に
従
っ
て
。

さ
て
、

い
ま
述
べ
た
海
岸
の
う
ち
、
最
初
は
ポ
リ
カ
ス
ト
ロ
司
口
]
口

0
2号
。
〔
F
Z
B号
。
〕
海
岸
を
説
明
し
よ
う
。

ま
さ
に
こ
.
の
ポ
リ
カ
ス
ト
ロ
と
同

Z帥

Z
同
と
ト
ゥ
ロ
ベ
ア
吋
口
召
ぞ
白
〔
斗
円
。
宮
ω
〕
は
プ
リ
ア
の
諸
城
で
あ
る
。

ナ
ポ
リ
〉
ロ
削
σ巳ロ

-119ー

〔
Z
3
0
E
〕
と
メ
ッ
ス
ィ
ナ
冨

E
E
〔7
P
2
5〕
海
峡
の
聞
に
あ
る
海
岸
で
あ
る
。

し
か
し
南
東
側
に

O
同
J
E
E
H
ν
q削
g
と
い
う
岬
が
あ
る
。

さ
て
、
上
述
の
も
の
の
う
ち
、

ポ
リ
カ
ス
ト
ロ
は
町

(
臼

EHH乙
で
あ
る
。
そ
の
近
く
に
、

そ
の
岬
に

O
同
自
と
い
う
停
泊
地
が

あ
る
。

し
か
し
そ
れ
程
の
停
泊
地
で
は
な
い
。

と
い
う
の
は
山
の
麓
で
あ
り
、

ま
た
、

深
さ
が
二
尋
牢
だ
か
ら
で
あ
る
。
:
:
:
〔
〉
ヨ
・

曲
。
同
古
川
町
企
l
E印
〕

と
あ
り
、
地
匡
内
で
最
も
北
に
位
置
す
る
た
め
そ
れ
ま
で
の
絞
越
の
形
式
に
従
え
ば
こ
の
章
の
末
尾
に
説
明
さ
れ
る
は
ず
の

Hd-Dostz

が
、
こ
こ
で
は
最
初
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
幾
つ
か
の
町
、
港
な
ど
を
北
か
ら
南
方
向
に
順
に
説
明
し
た
後
、

:
さ
て
こ
の
句
削
ロ
ユ
円
白
か
ら
〉

-
E
E可
口
は
南
方
に
五
マ
イ
ル
で
あ
る
。
こ
の
〉
宮
白

E
Z
か
ら

O
E白
色
問
。
己
喝
口
即
ち
「
股
鍬

肢
の
尾
(
の

E
E
』
ロ
ヨ

Z
〉
」
は
南
東
・
南
西
に
(
白

F
E
Z
-。
E
Z
)
五
マ
イ
ル
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら

o
g口
E
は
一
マ
イ
ル
で
あ
る
、
南

南
東
に
。

l
中
略
|
こ
の

O
営
口
口
一
回
か
ら
レ

v
ジ
オ
列
ぶ
由
〔
MNomm-o
〕
の
城
は
南
南
東
に
五
マ
イ
ル
で
あ
る
。
レ
ッ
ジ
オ
は
城
(
昌
弘
〆
〉

343 
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で
あ
る
。
そ
の
城
の
前
は
砂
演
で
あ
る
。
即
ち
、
開
け
た
波
静
か
な
水
域
で
あ
る
。
も
し
そ
の
砂
演
で
錨
を
下
ろ
す
な
ら
ば
、

四

五
尋
〔
の
水
深
の
と
こ
ろ
〕

で
停
泊
す
る
。

レ
ッ
ジ
オ
の
城
か
ら
メ
ッ
ス
ィ
ナ
の
城
は
西
北
西
に
一
一
マ
イ
ル
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

レ

ツ

ジ
オ
の
あ
と
は
却
帥
ロ
』
口
語
宮
の
入
り
江
が
良
い
停
泊
地
で
あ
る
。
深
さ
は
一
一
一
等
で
あ
る
。
絶
壁
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
こ
の

ω削
ロ
』
己
司
帥
ロ
か
ら
明
，

p
g
は
南
南
東
に
六
マ
イ
ル
で
あ
る
。
か
く
知
ら
れ
る
べ
し
。
以
上
。
〔
〉
可
白
白
色

3
・
2
4

と
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
次
の
第
一
二
八
章
は
「
本
章
は
司
巳
三
〉
ロ

S
己
P
日
円
か
ら
ポ
リ
カ
ス
ト
ロ
に
至
る
海
岸
を
説
明
す
る
」
と
題
し
て
、

ナ
ポ
リ
か
ら

解
説
を
始
め
、
順
次
南
下
し
て
先
の
ポ
リ
カ
ス
ト
ロ
ま
で
を
説
明
す
る
。
以
下
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
の
ス
ペ
イ
ン
側
を
説
明
す
る
第
二
ニ
九
一
章

ま
で
同
様
の
形
態
を
と
る
。

こ
の
よ
う
な
明
瞭
な
逆
行
現
象
は
、
島
油
供
の
場
合
も
含
め
て
海
岸
部
の
説
明
に
闘
す
る
限
り
他
で
は
殆
ど
見
ら
れ
ず
、
極
め
て
特
異
で
あ
る
。

も
そ
の
理
由
に
は
全
く
言
及
し
て
い
な
い
。
筆
者
も
理
由
に
つ
い
て
は
、

ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
か
ら
ク
レ
ウ
ス
岬
の
聞
の
逆
行
現
象
に
つ
い
て
は
宮
山

2
2ロ
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
〔

ζ
g可
E
g
g
-
8〕
が
、

エ
ー
ゲ
海
の
記
述
の
場
合
と
同
様
、
現
段
階
で
は
確
定
的
な
こ
と
は

γ
向同ロ門
H.

白ロ
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言
え
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
も
ま
た
偲
設
の
域
を
で
な
い
が
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
考
慮
す
べ
き
事
柄
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

自
在
日
m
は
、
こ
の
逆
行
部
分
の
う
ち
ロ

I
ヌ
河
デ
ル
タ
地
帯
の
記
述
内
容
を
分
析
し
、

『
キ
タ
l
pフ
・
バ
フ
リ
エ
』
執
筆
の
資
料
の
問
題

に
言
及
し
て
い
る
〔
百
a
-
E
m
H
S
ω
〕。

そ
の
論
文
で
穴
5
印一

sm
は、

ま
ず
文
中
で
〉
A
d
司
曲
目
ヨ
ロ
ユ
〔

E
官。臼』
Y
向。ュ
2
〕
の
川
と
呼
ば
れ
る
ロ

ー
ヌ
河
、

ド
ナ
ウ
河
、
ラ
イ

ン
川
が

ω冨
J
円
同

N
Z
N
ロ
Z
と
言
わ
れ
る
大
き
な
山
か
ら
流
れ
出
す
〔
〉
苫
目
。
守
防
日
印
宮
〕

と
い
う
く
だ
り
に
注
目
す
る
。

こ
こ
で
同
広
田

-sm
は、

こ
れ
ま
で
意
味
不
明
で
あ
っ
た

ω冨ペ岡山
Z
Nり
Z
が
正
し
く
は

ω富
国
初

Z
M
N
U
Z

で
あ
り
、
こ
れ
が

ω巳
ロ
ゲ
回
目
白
血
丘
区
(
イ
タ
リ
ア
語
名

3
・
F
g里丘ロ。、

ド
イ
ツ
語
名

ω自
E
F
g
E
E〉
を
表
わ
す
と
考
え
、
さ
ら
に
そ
れ

を
現
ス
イ
ス
の
の
円

2
v
E
Fロ
地
方
の
〉

E
Z
山
地
の
重
要
な
峠
皆
・
切
叩

B
E
E
に
比
定
す
る
。



そ
の
う
え
で
開
反
∞
-
E
m
は
、
そ
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
内
陸
部
に
つ
い
て
の
ピ

l
リ
l

・
ラ
イ
l
ス
の
地
理
概
念
が
、

上
の
三
川
の
源

流
を
〉
仏

c
g
山
地
の
一
帯
に
お
い
て
い
る
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
『
地
理
皐
』
の
読
明
に
一
致
す
る
と
い
う
。

さ
ら
に
、

そ
れ
は
決
し
て
皐
な

る
偶
然
で
は
な
く
、
『
キ
タ
l
プ
・
パ
フ
リ
エ
』
の
こ
の
部
分
に
つ
い
て
ピ

l
リ
l
・
ラ
イ
l
ス
が
、
嘗
時
既
に
存
在
し
て
い
た
、
『
地
理
撃
』

(
叩
山
)

の
ラ
テ
ン
語
誇
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
語
語
に
依
接
し
た
故
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

h
-
2
-
J

、

ナ
'
+
J
Y
L

〉
仏
三
曲
山
地
と
あ
る
と
こ
ろ
を
さ
ら
に

ω
3
E
-

回
叩
同
ロ
阻
止
5
峠
に
限
定
し
て
記
述
し
た
の
は
ピ

I
リ
l
・
ラ
イ
l
ス
自
身
の
所
作
と
す
る
。

自
在
日
ぬ
の
主
張
は
多
分
に
推
定
を
含
み
、
そ
の
意
味
で
俵
設
に
留
ま
る
。
従
っ
て
直
ち
に
全
面
的
に
受
け
容
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
従
来
研
究
者
が
注
目
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
内
陸
部
に
閲
す
る
記
述
か
ら
、

『
キ
タ
l
プ
・
パ
フ
リ
エ
』
の
典
擦

資
料
の
存
在
の
問
題
に
迫
ろ
う
と
し
た
貼
で
注
目
す
べ
き
も
の
と
言
え
よ
う
。

そ
こ
で
、
上
で
見
た
『
キ
タ
l
ブ
・
パ
フ
リ
エ
』

の
絞
述
の
逆
行
現
象
を
こ
の
よ
う
な
自
主
百
∞
の
考
察
も
考
慮
に
入
れ
つ
つ
考
え
て
み

-121ー

る
と
、
少
な
く
と
も
こ
の
逆
行
現
象
企
起
こ
っ
て
い
る
部
分
で
は
ピ

l
リ
l
・
ラ
イ
l
ス
が
何
等
か
の
典
援
資
料
あ
る
い
は
参
考
資
料
に
基
づ

い
て
絞
述
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
念
を
強
く
す
る
。
即
ち
、
典
援
資
料
の
絞
述
形
態
に
制
約
さ
れ
た
た
め
、
『
キ
タ
l
ブ
・
パ
フ
リ
エ
』
の

他
の
部
分
の
絞
述
形
態
と
は
異
質
な
述
べ
方
が
入
り
込
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
考
え
も
あ
く
ま
で
偲
設
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
偲
に
逆
行

現
象
部
分
で
何
等
か
の
典
援
資
料
が
貫
際
に
存
在
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
白
色
E
m
言
う
と
こ
ろ
の
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
『
地
理
皐
』
系

統
の
文
献
と
限
ら
れ
る
必
然
性
は
な
い
。
烈
広
明
-
5
m
の
主
張
は
そ
れ
ほ
ど
固
い
根
擦
の
上
に
立
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
少
な

く
と
も
逆
行
現
象
の
部
分
に
閲
す
る
限
り
、
典
援
資
料
の
存
在
を
想
定
す
る
方
が
よ
り
員
寅
に
近
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
だ
け
に
留

(

げ

)

め
る
。

2 

本
文
の
構
成
の
数
量
的
分
析
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次
に
、

『
キ
タ
1
.フ
・
パ
フ
リ
エ
』
〉
苫

g守
白
N
E
N

寓
本
本
文
で
扱
わ
れ
て
い
る
地
域
を
幾
つ
か
の
匡
域
に
大
き
く
分
割
し
、
構
成
を
数



1
l
N
N
H
l
l
 

一

4
1
7
2
2
4
3
0
5
4
9
6
1
3
6
4
5
2
刈

3

8

5

4

三
ニ
ρ
1
2
4
4
6
Z
8
0
4
5
5
4
5
5
0
6
7
0
Z
7
6
7
6

4

一

;
t

j

!

l

j

l

l

i

l

i

-

-

-

-

-

一

1
1
1
L
a
L
a
L
n仏
仏
仏
仏
ハ
札
口
仏

Z
Z
L
1
1
0
0
0
0

『キタープ・パフリエ.!lAyasofya2612篤本本文の区域別分量整理

全草般に o ，-. ベ ー 全ぺ一口ぺ一口数 ① 金行蚊 I己 完~署長

報告件 へ-:/ジ敏明Z豆 夜行数君 主ゑ諏
4イ1 tl 

1-81 81 38.6 1-323 323 42.3 4.0 3370 43.9 41.6 
1-65 65 31.0 86-355 270 35.4 4.2 2887 37.6 44.4 
1- 9 9 4.3 86-129 44 5.8 4.9 485 6.3 53.9 

10-33 24 11.4 130-242 113 14.8 4.7 1242 16.2 51.8 
34-46 13 6.2 243-276 34 4.5 2.6 296 3.9 22.8 
47-65 19 9.1 377-355 79 10.3 4.2 864 11.2 45.5 
195-210 16 7.6 796-848 53 6.9 3.3 483 6.3 30.2 
195-205 11 5.2 796-837 42 5.5 3.8 401 5.2 36.5 
206-210 5 2.4 838-848 11 1.4 2.2 82 1.1 16.4 

66-119 54 25.7 356-485 130 17.1 2.4 1063 13.8 19.7 
66-93 28 13.3 356-429 74 9.7 2.6 602 7.8 21.5 
94-106 13 6.2 430-457 28 3.7 2.1 217 2.8 16.7 
107-115 9 4.3 458-476 19 2.5 2.1 167 2.2 18.6 
116-119 4 1.9 477-485 9 1.2 2.3 77 1.0 19.3 

120-139 20 9.5 486-617 132 17.3 6.6 1511 19.7 75.5 
120-126 7 3.3 486-544② 59 7.7 8.4 677 8.8 96.7 
127-139 13 6.2 545-617 73 9.6 5.6 834 10.9 64.2 

140-169 30 14.3 618-726 109 14.3 3.6 1119 14.6 37.3 
140-156 17 8.1 618-684 67 8.8 3.9 770 10.0 45.3 
157-169 13 6.2 685-726 42 5.5 3.2 349 4.6 26.8 

170-194 25 11.9 727-795 69 9.0 2.8 619 8.0 24.8 
170-177 8 3.8 727-750 24 3.1 3.0 219 2.8 27.4 
178-194 17 8.1 751-795 45 5.9 2.6 400 5.2 23.5 

1-210 210 100. 0 86-848 763 100. 0 3. 6101 7682 100.0 36. 6伺

本文736ベージの内 説明文の合計 537ベージ (70.4%) 地図の合計 226ページ (29.6~の

注①章の末尾で行の長さを次第に減じて中央に揃え逆三角形型に交を結ぶ場合など行の長さが不揃いな場合は，叙述の長さを比
較する便宜上遁常の行の長さに換算して数えている。従ってここでの数値は寅際の行数より少ない場合がある。

②各章は原則的に前章とベージを改めて書き始められているが，第127章は例外的に第126章の関係地図の描かれた544ページ
下部に冒頭の 2行を有する。本表では便宜上第127章が545ベージから始まるものと看倣している。
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z至宝z
耳ま

エーゲ海・イオニア海東部巨域
冒頭部分
エーゲ海北西部(丘vboia島まで)
アナトリア西岸 (Rodo;;島まで)
キクラデス諸島東部 (Andros島まで〕
イオニア海東部 (Dubrovnik近迭まで〉

末尾部分
エーゲ海南西部 (K白 島まで)
西スポラデス諸島及び Saros~ 

アドリア海・イオニア海西部匡域
アドリア海① (Veneziaまで)
アドリア海② (Viesteまで〉
プリア海岸 (Tarantoまで〕
カラプリア海岸 (Spartivento~I甲まで)

西地中海区域
西地中海の諸島
西地中海北岸

北アフリカ治岸匡域
マグリプ (Misrataまで)
北アフリカ東部 (Ramleまで)

シリア・南アナトリア沿岸匡域
シリア海岸 (Ayasまで〉
アナトリア南岸 (Marmarisまで〉

本女全慢

申
叫
判
的



量
的
に
分
析
し
た
場
合
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
見
出
せ
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。
表
1
は
本
文
を
エ
ー
ゲ
海
・
イ
オ
ニ
ア
海
東
部
巨
域
、
ア
ド

リ
ア
海
・
イ
オ
ニ
ア
海
西
部
匿
域
、
西
地
中
海
匡
域
、
北
ア
フ
リ
カ
沿
岸
匡
域
、
シ
リ
ア
・
南
ア
ナ
ト
リ
ア
沿
岸
匿
域
の
五
巨
域
に
分
割
し
て

章
数
、
ペ
ー
ジ
数
等
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
エ

ー
ゲ
海
・
イ
オ

ニ
ア
海
東
部
巨
域
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
冒
頭
で
説
明
さ
れ
る
部
分
と
末

尾
に
説
明
さ
れ
る
部
分
を
匿
別
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
さ
ら
に
小
さ
な
範
圏
に
区
切
っ
て
示
し
て
あ
る
。

『
キ
タ

l
ブ
・
バ
フ
リ
エ
』
の
中
で
ピ

1
リ
1
・
ラ
イ
l
ス
自
身
が
特
に
示
し
て
い
る
も
の
で
は

(

四

〉

な
い
。
各
章
の
章
題
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
地
域
名
、
蹄
属
を
示
す
語
及
び
各
章
の
内
容
を
検
討
し
た
上
で
筆
者
が
区
切
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
表
に
お
け
る
匿
域
の
匡
切
り
方
は
、

そ
の
一
意
味
で
決
し
て
固
定
的
、
最
終
的
な
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
如
何
に
匿
域
を
匡
切
る
か
、
そ
の
匡
切
り
方
自
瞳
が
多
く
の
示
唆
的
な
問

題
を
含
ん
で
い
る
検
討
課
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、

ピ
1
リ
l
・
ラ
イ
l
ス
自
身
の
地
域
の
捉
え
方
、
名
稿
の
輿
え
か
た
を
ど
う
我
々
が
理
解
す

る
か
、
即
ち
ピ

l
リ
l
・
ラ
イ
l
ス
の
地
域
概
念
の
問
題
な
ど
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
表
1
に
示
さ
れ
た
匡
域
は
、

『
キ
タ

l

-123ー

プ
・
パ
フ
リ
エ
』
本
文
の
構
成
の
数
量
的
分
析
を
試
み
る
た
め
に
、
筆
者
の
理
解
の
範
圏
内
で
最
も
安
嘗
と
思
わ
れ
る
匿
切
り
方
を
暫
定
的
に

採
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

)
 

句
目
ム(
 
巨
域
毎
の
絞
述
分
量

さ
て
、
こ
の
表
ー
か
ら
特
徴
的
な
事
柄
が
浮
び
上
が
る
。

い
な
い
も
の
の
、
本
文
の
構
成
は
け
司
し
て
一
様
で
は
な
く
、
そ
の
絞
越
の
分
量
の
匡
域
毎
の
比
重
に
は
大
小
が
あ
る
。

特
に
エ
ー
ゲ
海
・
イ

『
キ
タ

l
eフ
・
パ
フ
リ
エ
』
が
地
中
海
全
睡
の
姿
を
記
述
し
て
い
る
こ
と
は
関
連

オ
ニ
ア
海
東
部
匡
域
と
ア
ド
リ
ア
海
・
イ
オ
ニ
ア
海
西
部
匡
域
の
比
重
が
大
き
い
。

一
章
数
に
注
目
し
た
場
合
、

エ
ー
ゲ
海
・
イ
オ
ニ
ア
海
東
部
巨
域
は
全
世
の
三
八
・
六
%
、

ア
ド
リ
ア
海
・
イ
オ
ニ
ア
海
西
部
巨
域
は
二
五
・

347 

七
%
で
あ
り
、
計
六
四
・
三
%
を
占
め
る
。
各
一
章
末
の
地
園
も
含
め
た
本
文
の
ペ

ー
ジ
数
で
は
前
者
が
全
瞳
の
四
二
・
三
%
、
後
者
は
一
七
・

一
%
、
計
五
九
・
四
%
で
あ
る
。
こ
れ
に
劃
し
て
他
の
地
域
は
比
較
的
分
量
が
少
な
く
、
西
地
中
海
、
北
ア
フ
リ
カ
沿
岸
、

シ
リ
ア
・
南
ア
ナ
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ト
リ
ア
沿
岸
の
三
匿
域
合
わ
せ
て
章
数
で
三
五
・
七
%
、

ペ
ー
ジ
数
で
四

0
・
六
%
で
あ
る
。
敢
え
て
大
雑
把
な
表
現
を
す
れ
ば
、
今
日
の
地

園
上
で
地
中
海
を
東
西
、
南
北
の
線
で
大
き
く
四
分
し
た
場
合
、

域
は
ほ
ぼ
そ
の
北
東
部
の
四
分
の
一
の
中
に
牧
ま
る
海
域
と
言
え
る
が
、

エ
ー
ゲ
海

・
イ
オ
ニ
ア
海
東
部
匿
域
と
ア
ド
リ
ア
海
・
イ
オ
ニ
ア
海
西
部
巨

そ
の
海
域
が
『
キ
タ

1
ブ
・
バ
フ
リ
エ
』
で
は
章
数
、
ペ
ー
ジ
数
と

も
に
ほ
ぼ
六
割
の
比
重
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
同
様
に
行
数
(
本
稿
一
二
二
ペ
ー
ジ
表
1
注
①
参
照
)
に
注
目
す
る
と
、

エ
ー
ゲ
海

・

イ
オ
ニ
ア
海
東
部
巨
域
は
四
三
・
九
%
、

ア
ド
リ
ア
海

・
イ
オ
ニ
ア
海
西
部
匡
域
は
一
三
・
八
%
、
従
っ
て
雨
者
で
五
七

・
七
%
に
な
る
。
一
章

数
、
ペ
ー
ジ
数
に
比
べ
て
や
や
小
さ
い
値
と
は
い
え
、

や
は
り
全
鐙
の
六
割
に
近
い
数
字
を
示
す
。

こ
の
よ
う
に
、
一
章
数
、

ペ
ー
ジ
数
、
行
数
の
い
ず
れ
に
注
目
し
て
も
エ
ー
ゲ
海
・
イ
オ
ニ
ア
海
東
部
匡
域
と
、

ア
ド
リ
ブ
海
・
イ
オ
ニ
ア
海

西
部
巨
域
の
記
述
の
量
的
な
比
重
の
大
き
さ
は
顕
著
で
あ
り
、
こ
の
貼
は
〉
官
印
O

ぞ白
N
E
N
寓
本
で
見
る
限
り
、

『
キ
タ
l
ブ
・
パ
フ
リ
エ

』

の
一
つ
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。

①
自
然
燦
件

エ
ー
ゲ
海

・
イ
オ
ニ
ア
海
東
部
匡
域
、

ア
ド
リ
ア
海

・
イ
オ
ニ
ア
海
西
部
匡
域
(
特
に
そ
の
東
岸
部
)
は
海
岸
線
が
複
雑

-124ー

理
由
と
し
て
は
ま
ず
次
の
よ
う
な
貼
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

に
入
り
組
ん
だ
所
が
多
い
。
大
陸
部
の
海
岸
線
の
複
雑
な
地
域
は
沿
岸
の
島
映
の
数
も
多
く
、

そ
の
島
々
も
複
雑
な
海
岸
線
を
も
っ
場

合
が
多
い
。
従
っ
て
岬
や
入
り
江
が
多
く
、
自
然
の
良
港
に
多
く
恵
ま
れ
て
い
る
。

②
吐
禽
的
保
件

こ
れ
ら
は
古
く
か
ら
沿
岸
変
通
が
特
に
護
達
し
て
い
た
地
域
で
あ
る
た
め
、
航
行
の
た
め
の
情
報
と
し
て
説
明
さ
れ
る

ベ
き
重
要
な
都
市
、
港
な
ど
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
貼
を
勘
案
し
て
も
、
雨
巨
域
の
比
重
の
大
き
さ
は
や
は
り
特
異
な
印
象
を
興
え
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

エ
ー
ゲ
海

・
イ
オ
ニ
ア
海
東
部
匡
域
あ
る
い
は
ア
ド
リ
ア
海
・
イ
オ
ニ
ア
海
西
部
匡
域
に
劣
ら
ず
著
者
ピ
!
リ

l
・
ラ
イ

1
ス
に
と
っ
て
ゆ
か

り
が
深
い
と
思
わ
れ
る
北
ア
フ
リ
カ
、
特
に
そ
の
西
部
が
章
数
、

ペ
ー
ジ
数
と
も
に
全
世
の
僅
か
八
%
程
度
に
過
ぎ
ず
、
行
数
で
も
一

0
・
0

%
を
占
め
る
に
留
ま
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば

エ
ー
ゲ
海
・
イ
オ
ニ
ア
海
東
部
匿
域
と
ア
ド
リ
ア
海
・
イ
オ
ニ
ア
海
西
部
匡
域
の
量
的
な
特
異



(
叩
悶
)

性
が
よ
り
鮮
明
に
浮
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
雨
匿
域
が
著
者
に
と
っ
て
特
別
に
関
心
度
、
重
要
度
の
大
き
い
地
域
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
、
あ
る
い
は
、
著
者
の
こ
の
地
域
に
閲
す
る
知
識
が
、
文
献
等
に
よ
る
も
の
も
含
め
て
、
特
に
豊
富
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た

(

m
出

)

貼
も
理
由
と
し
て
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
段
階
で
は
い
ず
れ
と
も
断
定
は
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

う プ
・
パ
フ
リ
エ
』
が
地
中
海
全
世
を
封
象
に
し
つ
つ
も
、
そ
の
銃
述
に
地
域
的
な
量
的
不
均
衡
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
事
買
で
あ
ろ

『
キ
タ

l

P 
1.14 

1. 21 

0.83 

0.54 

2.06 

1. 02 

a 

1.11 

1.17 

0.92 

0.67 

1. 83 

1. 00 
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エーゲ海・イオエア海東部区域

官頭部分

末尾部分

アドリア・イオニア海西部直域

西地中海匿域

北アフリカ沿岸匡域

シリア・南アナトリア沿岸匿域
(2) 

一
章
嘗
り
の
絞
述
分
量

ま
た
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
く
べ
き
事
は

一
一
品
一
草
嘗
り
の
ペ
ー
ジ
数
、
行
数
を
比
較
し
た
場
合
、
匡
域
に

0.68 

よ
っ
て
差
が
見
ら
れ
、
幾
つ
か
の
特
徴
的
な
事
柄
が
浮
び
上
が
る
こ
と
で
あ
る
。
各
匪
域
毎
に
、

一
章
嘗
り
の
行
数
を
全
瞳
の
卒

一
章
嘗
り

-125-

0.78 

の
ペ
ー
ジ
数
を
全
睦
の
卒
均
値
三
・
六
(
表
l
M
W
)

で
除
し
た
数
値
〈
白
〉
、

均
値
三
六
・
六
ハ
表
1
同
)
で
除
し
た
数
値

(F)
を
と
っ
て
み
る
。
言
う
ま
で
も
な
く

α
、

p
の
値
の
大
小

は
、
一
章
嘗
り
の
ペ
ー
ジ
数
と
行
数
の
卒
均
値
に
射
す
る
相
射
的
な
多
少
を
示
し
、
従
っ
て
値
が
大
き
い
ほ

ど
概
し
て
絞
述
は
詳
し
い
と
考
え
ら
れ
、
値
が
一
に
近
い
ほ
ど
卒
均
的
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
結
果
の
敷
値

は
表
1
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
見
や
す
く
す
る
た
め
に
閲
係
部
分
の
み
こ
こ
に
掲
げ
る
と
う
え
の
遁
り
で
あ

る

こ
の
数
値
か
ら

α
、

p
そ
れ
ぞ
れ
の
値
は
、
全
鐙
を
通
じ
て
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
も
の
の
概
ね

0
・

五
か
ら
一
・
二
前
後
の
域
に
お
さ
ま
る
が
、
し
か
し
西
地
中
海
匿
域
で
は

α
、
8
・
の
値
が
そ
れ
ぞ
れ
極
め
て

大
き
い
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

西
地
中
海
匿
域
を
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
す
る
と
、
こ
の
匡
域
の
中
で
も
「
西
地
中
海
の
諸
島
」
の
部
分
が
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α
n二
・
三
三
、

P
1
7
六
回
と
な
り
、
非
常
に
高
い
値
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
匡
域
に
大
き
な
島
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
一
章
を
嘗
て
て

扱
っ
て
い
る
た
め
に
一
章
嘗
り
の
ペ
ー
ジ
数
、
行
数
が
多
く
な
る
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

こ
の
事
情
が
西
地
中
海
巨
域
全
鎧
の
数
値
を
押
し

(
幻
)

上
げ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
問
題
は
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ

「
西
地
中
海
北
岸
」
の
数
値
も

α
u
一
・
五
六
、

F
H
一
・
七
五
と
卒
均
よ
り
も
か
な
り
高
い
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
匪
域
に
は
大
き
な
島
な
ど
は
あ
ま
り
無
く
、
陸
側
の
海
岸
線
の
説
明
が
主
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
一
章
首
り
の
記
述
量

が
多
い
。
こ
の
匿
域
で
は
地
理
的
な
範
囲
の
康
さ
に
比
し
て
章
数
が
少
な
く
、
従
っ
て
一
章
で
扱
わ
れ
る
範
園
は
相
関
的
に
蹟
い
。
そ
の
貼
も

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
は
西
地
中
海
巨
域
と
り
わ
け
「
西
地
中
海

(

幻

)

北
岸
」
が
『
キ
タ
l
eフ
・
バ
フ
リ
エ
』
の
中
で
も
特
異
な
匡
域
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

α
、

saの
値
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
の
要
因
と
し
て
翠
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
数
量
的
な
分
析
を
試
み
る
と
、

「
キ
タ
1
0フ
・
パ
フ
リ
エ
』
の
本
文
に
お
い
て
は
各
匡
域
毎
の
絞
述
分
量
の
不
均
衡
の
み
な

ら
ず
、

一
章
嘗
り
の
ペ
ー
ジ
数
、
行
数
と
い
っ
た
紋
速
の
形
態
に
も
不
均
衡
が
見
ら
れ
る
。

な
お
、

ω
2
3
r
も
絞
述
量
に
つ
い
て
地
域
的
な

-126ー

不
均
衡
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

3
2
2
r
g吋

r・
立町〕

が、

地
域
の
直
切
り
方
も
含
め
て
、
根
援
と
な
る
数
字
は
一
切
示
し
て
い
な
い
。

間
出

〉
V
S印

O
守曲

N
E
N
官
何
本
本
文
の
内
容
上
の
問
題

こ
こ
で
は
『
キ
タ
l
ブ
・
パ
フ
リ
エ
』
〉
苫

g
守
由
民
巴
寓
本
本
文
の
内
容
上
の
問
題
を
検
討
す
る
。

本
文
中
に
盛
り
込
ま
れ
た
情
報
は
次
の
三
種
に
大
別
で
き
る
。

①
地
理
的
情
報

②
航
海
法
情
報

③
歴
史
的
情
報

地
形
(
港
、
川
、
山
、
都
市
、
村
、
潟
な
ど
)
、
風
、
潮
の
満
干
な
ど

操
船
法
、
船
の
種
類
な
ど

オ
ス
マ
ン
朝
関
係
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
関
係
、
北
ア
フ
リ
カ
関
係
な
ど

こ
の
内
分
量
的
に
主
鐙
と
な
る
の
は
①
地
理
的
情
報
、

②
航
海
法
〈
操
船
方
法
)
に
閲
す
る
情
報
で
あ
る
。

量
的
な
面
ば
か
り
で
な
く
、

記
述



内
容
の
黙
で
も
興
味
深
い
も
の
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
分
析
、
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
、
こ
こ
で
は
③
の
歴
史
的
情
報
に
限
定

し
て
検
討
す
る
。
そ
れ
は
『
キ
タ
l
ブ
・
バ
フ
リ
エ
』
を
歴
史
皐
の
資
料
と
し
て
如
何
に
扱
う
べ
き
か
、
換
言
す
れ
ば
『
キ
タ
l
ブ
・
パ
フ
リ

エ
』
か
ら
如
何
な
る
歴
史
的
事
貨
を
讃
み
取
れ
る
か
と
い
う
筆
者
の
問
題
一
意
識
が
あ
る
か
ら
で
も
あ
る
。
な
お
、
ピ
l
リ
l
・
ラ
イ
l
ス
が
上

の
三
種
の
情
報
を
明
瞭
に
匿
別
し
て
絞
述
し
て
い
る
誇
で
は
な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
な
記
述
を
歴
史
的
情
報
と
し
て
取
り
上
げ
る
べ
き
か
剣
断

し
か
ね
る
場
合
が
あ
る
。
原
則
と
し
て
、
明
ら
か
に
①
②
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
ず
、
な
ん
ら
か
の
一
意
味
で
我
々
に
歴
史
的
な
事
貫
闘
係
を
俸
え

る
内
容
を
歴
史
的
情
報
と
し
て
採
り
上
げ
て
い
る
。
俸
説
、
停
聞
の
類
も
、
そ
れ
が
嘗
時
ピ
l
リ
l
・
ラ
イ
l
ス
あ
る
い
は
人
々
に
停
わ
司
て

い
た
こ
と
自
陸
が
歴
史
的
事
買
で
あ
る
と
の
考
え
に
立
っ
て
③
に
含
め
て
採
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
ピ
l
リ
l
・
ラ
イ
l
ス
ら
が
主
韓
と
な

る
行
漏
も
今
日
の
我
々
に
と
っ
て
歴
史
的
情
報
で
あ
る
の
で
③
に
含
め
る
。
箪
な
る
物
産
の
紹
介
な
ど
は
除
外
し
た
。

1 

歴
史
的
情
報
の
匡
域
毎
の
頻
度

-127ー

歴
史
的
情
報
は
必
ず
し
も
す
べ
て
の
章
に
記
述
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
歴
史
的
情
報
を
一
件
で
も
含
む
章
を
数
え
あ
げ
る
と
八
八
章

で
あ
り
、
こ
れ
は
全
瞳
の
四
二
%
に
あ
た
る
。
従
っ
て
、
地
理
的
情
報
ま
た
は
航
海
法
情
報
の
み
で
歴
史
的
情
報
を
含
ま
な
い
章
が
一
二
二

重
、
全
鐙
の
五
八
%
と
な
り
、
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。
歴
史
的
情
報
の
現
わ
れ
る
頻
度
を
、
先
に
区
切
っ
た
匡
域
毎
に
整
理
す
る
と
表
2

(ω
の
部
分
)
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
各
匿
域
に
お
け
る
歴
史
的
記
述
を
含
む
章
の
数
の
、

そ
の
巨
域
の
全
章
数
に
劃
す
る
比
率
(
B
一A
)
を
見
る
。

全
践
の
卒
均
は

O

四
二
で
あ
り
、

エ
ー
ゲ
海
・
イ
オ
ニ
ア
海
東
部
匡
域
が

0
・
四
一
、

ア
ド
リ
ア
海
・
イ
オ
ニ
ア
海
西
部
匿
域
が

0
・二

O
、
シ
リ
ア

・
南
ア
ナ

ト
リ
ア
沿
岸
匡
域
が

0
・
二
八
と
い
ず
れ
も
卒
均
よ
り
も
小
さ
い
値
を
示
す
。
そ
れ
に
射
し
て
西
地
中
海
匡
域
、
北
ア
フ
リ
カ
沿
岸
巨
域
の
数

値
は
そ
れ
ぞ
れ

0
・
九

O
、

0
・
六
三
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
匡
域
で
は
歴
史
的
情
報
を
含
む
輩
は
卒
均
の
一
・
五
倍
か
ら
二
倍
の
頻
度
で
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現
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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エーゲ海・イオヱア海東宮1l1i11!l
冒頭部分
エーゲ海北西部 (Evboia島まで〉
アナトリア西岸 (R6do~ 島 まで〉
キタラデス諸島東部 (Andros島まで〕
イオニア海東部 (Dubrovnik近遁まで〉

末尾郁分
エーゲ海南西部 (Kea島まで〉
西スポラデス諸島及び Saros湾

アドリア理事 ・イオ=ア潟西部区鎌
アドリア海① (Veneziaまで〉
アドリア海② (Viesteまで〕
プリア海岸 (Tarantoまで〉
カラプリア海岸 (Spartivento岬まで)

西地中海匹栂
西地中海の諸島
西地中海北岸

北アフリカ沿岸区域
マグリプ (Mis悶阻まで)
北ア フリカ東部 (Ramleまで〉

シリア ・南アナトリア沿岸E緩
シリア海岸 (Ayasまで)
アナトリア南岸 (Marmarisまで)

本文念館

凡例歴章
歴件
我章
我件

αコ。a

Ayasofya2612潟本本文の歴史的情報の整理『キタ ープ ・バフ リエ』表 2
N
由
的

歴史的情報の記述がある章の敏
歴史的情報の件歎
「我々」あるいは「私」が嘗事者となって現われる記述のある章の歎
「我々」あるいは「私」が嘗事者となって現われる記述の件敏



ま
た
歴
史
的
情
報
の
件
数
は
、
私
の
教
え
方
で
八
八
章
中
に
一
一
一
件
あ
る
。
全
穫
が
二
一

O
章
か
ら
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
文
全
睡
の

歴
史
的
情
報
の
一
軍
嘗
り
の
頻
度
は

0
・
五
三
と
な
る
。
そ
こ
で
巨
域
毎
に
、
歴
史
的
記
述
の
件
数
を
そ
の
匿
域
の
一
章
敷
で
除
し
、
章
あ
た
り
の

歴
史
的
記
述
の
頻
度

(
C
一A
)
を

見

る

。

エ

ー

ゲ

海

・

イ

オ

ニ

ア

海

東

部

匿

域

は

0
・
四
六
で
比
較
的
卒
均
に
近
い
も
の
の
そ
れ

そ
の
結
果
、

よ
り
低
く
、

ア
ド
リ
ア
海
・
イ
オ
ニ
ア
海
西
部
医
域
は

0
・二

O
、
シ
リ
ア
・
南
ア
ナ
ト
リ
ア
沿
岸
匡
域
は

0
・
二
八
で

と
も
に
卒
均
の

分
の
一
前
後
の
か
な
り
低
い
値
を
示
す
。

一
方
、
西
地
中
海
匡
域
は
一
・
三
五
、
北
ア
フ
リ
カ
沿
岸
巨
域
は

0
・
九
七
と
な
り
、
卒
均
の
二
倍

か
ら
三
倍
に
及
ば
ん
と
す
る
値
を
示
し
、
目
立
っ
て
大
き
い
値
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
歴
史
的
記
述
を
含
む
章
の
敷
で
も
、
ま
た
歴
史
的
記
述
の
件
数
自
瞳
で
も
、
西
地
中
海
、
北
ア
フ
リ
カ
沿
岸
匿
域
は
、
他
の
巨

域
と
比
較
し
て
相
嘗
に
高
い
頻
度
を
示
す
。
先
に
見
た
と
こ
ろ
で
は
、
章
数
の
黙
で
は
エ
ー
ゲ
海
・
イ
オ
ニ
ア
海
東
部
匡
域
、
ア
ド
リ
ア
海
・

イ
オ
ニ
ア
海
西
部
匡
域
の
比
重
が
大
獲
に
大
き
か
?
た
。
従
っ
て
章
敷
の
多
少
の
み
に
注
目
す
れ
ば
、

エ
ー
ゲ
海
・
イ
オ
ニ
ア
海
東
部
巨
域
、

ア
ド
リ
ア
海
・
イ
オ
ニ
ア
海
西
部
匡
域
は
相
封
的
に
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
し
か
し
匡
域
毎
に
匡
域
全
鐙
の
説
明
に
針
す
る

歴
史
的
情
報
の
比
重
を
考
え
る
と
、
西
地
中
海
匡
域
、
北
ア
フ
リ
カ
沿
岸
匡
域
が
大
き
い
値
を
示
す
。
こ
の
よ
う
な
貼
か
ら
、
各
匡
域
の
絞
述

に
お
い
て
数
量
的
の
み
な
ら
ず
質
的
な
差
異
も
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
、
西
地
中
海
匡
域
、
北
ア
フ
リ
カ
沿
岸
匡
域
の
説
明
の
中
に
相
劃
的
に
塵
史
的
情
報
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う

力、

2 

歴
史
的
情
報
の
嘗
事
者

そ
こ
で
歴
史
的
情
報
の
賞
事
者
に
注
目
し
て
、
本
文
中
で
主
鐙
者
が
「
私
」
あ
る
い
は
「
我
々
」
と
一
示
さ
れ
て
い
る
記
述
を
抽
出
し
て
、
そ

の
頻
度
を
敷
値
で
示
す
と
表
2
(
ω
の
部
分
)
の
よ
う
に
な
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
こ
で
い
う
「
私
」
、
「
我
々
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ピ

1
リ

1
・
ラ
イ
I
ス
自
身
、
ピ
l
リ
l
・
ラ
イ
1
ス
と
そ
の
仲
間
た
ち
(
カ
マ
l
ル
・
ラ
イ
l
ス
も
含
む
)
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
た
数
値
か
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ら
特
徴
的
な
事
買
を
讃
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

西
地
中
海
匡
域
と
北
ア
フ
リ
カ
沿
岸
匡
域
に
お
い
て
、

章
数
、
件
数
の
い
ず
れ
も
そ
の
賀
政
及
び
嘗
一
該
巨
域
の
歴
史
的
情
報
に
占
め
る
比
重

の
数
値

(
D
一B
、
E
一C〉

が
、
他
の
匡
域
と
比
較
し
て
格
段
に
大
き
い
の
で
あ
る
。
西
地
中
海
匡
域
の
場
合
は
、
一
軍
教
の
貫
教
は
九
一
章
、
比
率
が

0
・
五

O
で
あ
り
、
件
数
の
質
数
は

一二
件
、
比
率
が

0
・
四
四
と
な
る
。
同
じ
く
北
ア
フ
リ
カ
沿
岸
匿
域
で
は
そ
れ
ぞ
れ

一一

品早

0
・
五
八

他
の
巨
域
で
の
数
値
が
賞
数
で
一
な
い
し
三
件
(
章
)、

0
・
一
四
に
留
ま
る
の
に
比
べ
て
、
卒
均
の
二
倍
前
後
を
示
す
こ
れ
ら
の
数
値
は
際
立
っ
て
大
き
な
値
と
言
え
る
。
ま
た
雨
匡
域
を
合
せ
て
考

お
よ
び
一
四
件

0
・
四
八
で
あ
る
。

比
率
で
も
章
致
、

件
数
い
ず
れ
の
場
合
も
最
大

え
る
と
、
九
章
一
二
件
及
び
一
一
章
一
四
件
、

計
二

O
章
二
六
件
で
あ
り
、

こ
の
雨
巨
域
で
本
文
全
鐙
に
現
わ
れ
る
こ
の
種
の
記
述
(
二
四
章

一O
件
)
の
八

O
%以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

即
ち
、

雨
匡
域
で
は
主
鐙
者
が
「
私
」
あ
る
い
は
「
我
々
」
の
記
述
が
ま
ず
特
徴
的

と
き
?
え
る
の
で
あ
る
。

3 

歴
史
的
情
報
に
現
わ
れ
た
行
信
用
内
容
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さ
ら
に
歴
史
的
情
報
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
海
賊
行
矯
あ
る
い
は
征
服
行
震
に
類
す
る
行
痛
で
あ
る
。
例
え
ば
、

フ
ラ
ン
ス
の
ト
ヲ

l

ロ
ン
の
沖
の
イ
エ

l
ル

(
F
Z
ロ
Rω
〉
諸
島
を
述
べ
た
部
分
で

ま
さ
に
こ
の
イ
エ

l
ル
H
N
F

ロ
曲
目
諸
島
を
ト
ル
コ
の
人
々
は
コ
ニ
つ
の
島
」
と
い
う
。
フ
ラ
ン
ス
園
で
は
そ
の
島
々
は
有
名
で
あ
る
。

ト
ル
コ
と
ア
ラ
ブ
の
艦
隊
が
襲
撃
す
る
所
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
海
岸
部
か
ら
一商
い
を
す
る
カ
l
フ
ィ

ル
の
船
が
絶
え
る
こ
と
な

く
、
常
に
往
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
故
カ
マ
l
ル
・
ラ
イ
l
ス
と
、

一
度
こ
こ
で
三
隻
の
パ
ル
チ
ャ
を
一
一
挙
に
襲
撃
し
た
。
そ

れ
か
ら
チ
ュ
ニ
ス
に
移
し
て
買
っ
た
。
〔
〉
uE師。守曲目印斗∞〕

と
い
ア
た
記
述
が
あ
る
。
他
の
箇
所
で
も
こ
れ
に
類
す
る
記
述
、
あ
る
い
は
軍
事
的
な
征
服
行
動
に
関
わ
る
記
述
が
見
出
さ
れ
る
。

西
地
中
海
巨
域
で
は
七
一章
一
二
件
、

北
ア
フ
リ
カ
沿
岸
巨
域
で
は

一
O
一章

一
一
件
で
あ
る
。
歴
史
的
情
報
を
含
む
一
章

そ
の
貫
数
を
見
る
と
、



敷
に
注
目
し
た
場
合
の
頻
度

(
F
一B
〉
は
前
者
が

0
・
三
九
、
後
者
は

0
・
五
三
で
あ
り
、

史
的
情
報
の
件
数
に
注
目
し
た
場
合
の
頻
度
ハ
G
一C
〉
は
、
前
者
が

0
・
四
四
、
後
者
が

0
・
三
八
と
な
り
、
こ
れ
も
卒
均
値

0
・
三
九
に
ご

く
近
い
値
と
な
る
。
そ
の
他
の
各
匡
域
も
卒
均
に
近
い
値
を
示
し
て
お
り
、
歴
史
的
情
報
に
お
け
る
海
賊
行
矯
あ
る
い
は
征
服
行
痛
に
類
す
る

行
震
の
記
述
の
比
重
を
見
る
限
り
、
こ
こ
で
注
目
し
て
い
る
南
匿
域
に
つ
い
て
は
と
り
わ
け
て
特
徴
的
な
事
買
は
な
い
。

卒
均
値

0
・
四
O
に
近
い
値
で
あ
る
。
ま
た
、
歴

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
匡
域
内
で
、
主
睦
者
が
「
私
」
あ
る
い
は
「
我
々
」
の
記
述
に
占
め
る
、
海
賊
行
篤
あ
る
い
は
征
服
行
痛
に
類
す
る

行
震
に
関
わ
る
記
述
の
比
重

(
H
一D
、
I
E〉
は
、
西
地
中
海
匿
域
が
章
数
に
注
目
し
た
場
合

0
・
七
八
、
件
数
に
注
目
し
た
場
合

0
・
七
五
と

な
り
、

い
ず
れ
も
二
分
の
一
か
ら
四
分
の
三
に
及
ぶ
敷
値
で
あ

り
、
か
な
り
高
い
値
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
は
、
西
地
中
海
匡
域
、
北
ア
フ
リ
カ
巨
域
に
お
い
て
「
私
」
あ
る
い
は
「
我
々
」
が

そ
れ
が
海
賊
行
震
や
征
服
行
震
に
類
す
る
行
震
に
関
わ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
示
す
。

ま
た
北
ア
フ
リ
カ
沿
岸
匡
域
が
そ
れ
ぞ
れ

0
・
五
五
、

0
・
四
三
で
あ
る
。

主
鐙
と
な
っ
て
語
ら
れ
る
時
に
は
、

逆
に
、
海
賊
行
震
あ
る
い
は
征
服
行
震
に
類
す
る
行
篤
に
関
わ
る
記
述
に
占
め
る
、

記
述
の
比
重

(
H
一F
、
-
一G
〉
に
注
目
す
る
と
、
西
地
中
海
匿
域
に
お
い
て
は
、

章
数
で
は
海
賊
行
篤
あ
る
い
は
征
服
行
馬
に
類
す
る
行
震
に
関

わ
る
記
述
の
あ
る
七
草
の
す
べ
て
に
「
私
」
あ
る
い
は
「
我
々
」
が
登
場
し
、
件
数
で
も
「
私
」
あ
る
い
は
、
「
我
々
」
が
主
盟
に
な
っ
て
い

「
私
」
あ
る
い
は
「
我
々
」
が
主
鰻
者
と
な
っ
て
い
る

-131ー

る
も
の
が
七
五
%
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
北
ア
フ
リ
カ
匡
域
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
六
O
%
、
五
五
%
の
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
は

他
の
匡
域
ハ
O
な
い
し
六
%
)
に
比
較
し
て
雨
匡
域
が
断
然
抜
き
ん
出
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
即
ち
雨
巨
域
で
は
、
海
賊
行
震
あ
る
い
は
征
服
行

痛
に
類
す
る
行
痛
の
主
鐙
は
、
「
我
々
」
や
「
私
」
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
他
の
巨
域
と
比
較
し
て
も
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
本
簡
で
検
討
し
た
所
か
ら
以
下
の
黙
が
明
ら
か
に
な
る
。

①
歴
史
的
情
報
は
西
地
中
海
匿
域
、
北
ア
フ
リ
カ
沿
岸
巨
域
に
相
劃
的
に
多
い
。

②
南
地
域
で
は
、
「
私
」
あ
る
い
は
「
我
々
」
が
主
盟
者
と
な
っ
て
い
る
歴
史
的
情
報
の
件
数
は
匡
域
全
住
の
二
分
の
一
近
く
に
の
ぼ

り
、
そ
れ
自
僅
が
特
徴
的
事
買
で
あ
る
。
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③
雨
巨
域
の
歴
史
的
情
報
の
内
需
で
は
、
海
賊
行
局
あ
る
い
は
征
服
行
震
に
類
す
る
行
震
に
閲
わ
る
記
述
は
多
い
が
、
そ
れ
は
他
の
巨
域

と
比
較
し
て
特
に
顛
著
で
は
な
い
。

震
に
閥
わ
る
記
述
は
高
い
卒
を
示
し
、

に
類
す
る
行
震
に
関
わ
る
こ
と
が
多
い
。

「私
」
あ
る
い
は

「
我
々
」
が
嘗
事
者
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
う
ち
に
占
め
る
海
賊
行
震
あ
る
い
は
征
服
行
震
に
類
す
る
行

「
私
」
あ
る
い
は
「
我
々
」
が
語
ら
れ
る
時
に
は
そ
の
内
容
は
海
賊
行
錆
あ
る
い
は
征
服
行
局

④
し
か
し
、

⑤
逆
に
、
海
賊
行
矯
あ
る
い
は
征
服
行
震
に
類
す
る
行
震
に
関
わ
る
記
述
の
う
ち
で
「
私
」
あ
る
い
は
「
我
々
」
が
主
盟
者
と
な
っ
て
い

る
も
の
は
、
海
賊
行
震
あ
る
い
は
征
服
行
痛
に
類
す
る
行
震
に
関
わ
る
記
述
を
含
む
一章
及
び
そ
の
件
数
全
鐙
の
牢
数
以
上
に
及
ぶ
。
即

ち
南
匿
域
で
は
、
海
賊
行
帰
あ
る
い
は
征
服
行
負
に
類
す
る
行
震
の
主
位
は
「
我
々
」
や
「
私
」
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

卸
ち
、
西
地
中
海
巨
域
、
北
ア
フ
リ
カ
沿
岸
匡
域
に
つ
い
て
は
、
ピ
l
リ
l・

ラ
イ
l
ス
と
そ
の
仲
間
た
ち
の
海
賦
行
局
あ
る
い
は
征
服
行
筋

(

お

)

に
類
す
る
記
述
が
多
く
、
そ
の
こ
と
が
他
の
匡
域
と
比
較
し
て
目
立
っ
て
歴
史
的
情
報
の
比
率
が
高
い
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
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こ
れ
は
ピ

I
リ

l
・
ラ
イ
l
ス
と
そ
の
仲
間
た
ち
の
活
動
の
主
要
な
舞
蓋
が
、
地
中
海
の
他
の
地
域
の
い
ず
れ
で
も
な
く
、
こ
の
雨
匡
域
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
活
動
の
舞
蓋
が
こ
の
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
特
別
目

新
し
い
事
買
で
は
な
い
が
、

『
キ
タ
l
プ
・
パ
フ
リ
エ
』
に
も
こ
の
よ
う
な
形
で
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
雨
巨
域
は
『
キ
タ

i
ブ

・
パ
フ
リ
エ
』
の
中
で
も
異
色
の
匡
域
に
属
す
る
が
、
そ
の
異
色
性
は
海
賊
行
筋
あ
る
い
は
征

服
行
痛
に
類
す
る
行
魚
以
外
の
記
述
を
検
討
す
れ
ば
さ
ら
に
は
っ
き
り
す
る
。
例
え
ば
北
ア
フ
リ
カ
の
「
ス
ル
タ
l
ン
た
ち
」

(
ハ
フ
ス
伺
え
品

朝
な
ど
の
君
主
た
ち
)
に
闘
わ
る
同
時
代
的
で
か
な
り
具
睦
的
な
記
述
は
、
ピ

l
リ
l
・
ラ
イ
l
ス
た
ち
の
こ
の
地
域
と
の
関
わ
り
の
深
さ
を
如

(

M

)

 

買
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
そ
の
こ
と
に
は
直
接
燭
れ
な
い
。

ま
た
翻
っ
て
、
ピ
l
リ
l

・
ラ
イ
l
ス
た
ち
が
直
接
的
睦
験
を
有
し
、
活
動
の
舞
蓋
と
し
て
い
な
が
ら
参
照
文
献
の
存
在
を
強
く
疑
わ
せ
る

絞
述
の
逆
行
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
西
地
中
海
北
岸
は
と
り
わ
け
特
異
な
地
域
と
言
え
る
。



さ
ら
に
、

西
地
中
海
匡
域
、
北
ア
フ
リ
カ
雨
巨
域
に
閲
し
て
言
え
ば
、
歴
史
的
情
報
と
し
て
括
っ
た
こ
れ
ら
の
情
報
を
見
渡
し
て
、
そ
の
多

く
が
ピ

I
リ
I
・
ラ
イ
l
ス
た
ち
の
賞
盟
験
で
あ
る
こ
と
は
、

オ
ス
マ
ン
朝
の
地
中
海
に
閲
す
る
知
識
は
、
嘗
然
他
の
文
献
に
依
存
し
た
可
能

性
も
想
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
そ
の
一
部
分
は
自
ら
の
臣
民
の
寅
瞳
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
オ
ス
マ
ン
朝
は
地
中
海
及
び
そ
の
周
港
地
域
に
関
し
て
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
な
知
識
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
知
識
は
ス
ル
タ
l
ン
の
耳
目
に
達
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

『
キ
タ
l
ブ
・
パ
フ
リ
エ
』
は
ま
さ
し
く
そ
の
誼
左

『
キ
タ
1
.フ
・
パ
フ
リ

エ
』
は
地
理
的
情
報
、
航
海
法
情
報
の
み
な
ら
ず
、
歴
史
的
、
即
ち
嘗
時
の
時
黙
で
考
え
れ
ば
同
時
代
的

な
、
地
中
海
各
地
の
事
情
を
俸
え
る
時
事
情
報
を
も
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

で
も
あ
る
。

お

わ

り

オ
ス
マ
ン
朝
と
地
中
海
の
関
わ
り
を
考
え
て
ゆ
く
た
め
の
基
礎
的
な
作
業
と
し
て
、

寓
本
で
あ
る
〉
可
2
0々
由
民
巳
潟
本
の
本
文
の
構
成
、
内
容
の
検
討
を
通
じ
て
、

『
キ
タ
l
ブ
・
パ
フ
リ
エ
』
九
三
二
年
本
に
属
す
る
一

『
キ
タ
l
ブ
・
パ
フ
リ
エ
』
本
文
の
性
格
を
論
じ
て
き
た
。

-133ー

本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
黙
を
整
理
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

ω本
文
の
絞
述
の
流
れ
の
検
討
か
ら
、
絞
述
の
流
れ
に
は
規
則
性
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

海
匡
域
(
特
に
西
地
中
海
北
岸
部
分
〉
で
は
そ
の
規
則
性
が
明
ら
か
に
破
ら
れ
て
い
る
。

エ
ー
ゲ
海
・
イ
オ
ニ
ア
海
東
部
匿
域
及
び
西
地
中

ω本
文
の
構
成
の
数
量
的
な
検
討
を
す
る
と
、

匡
域
毎
の
記
述
量
(
章
数
、
ペ
ー
ジ
数
、
行
数
〉
の
貼
で
は
、

匡
域
と
ア
ド
リ
ア
海
・
イ
オ
ニ
ア
海
西
部
匡
域
の
比
重
が
大
き
い
。

エ
ー
ゲ
海
・
イ
オ
ニ
ア
海
東
部

ω同
じ
く
一
一
章
嘗
り
の
記
述
量
の
黙
で
は
、
西
地
中
海
匡
域
特
に
北
岸
部
の
記
述
量
が
多
く
、
特
異
で
あ
る
。

ω本
文
に
含
ま
れ
た
歴
史
的
情
報
の
検
討
か
ら
、
歴
史
的
情
報
は
西
地
中
海
匡
域
、
北
ア
フ
リ
カ
沿
岸
匡
域
に
相
封
的
に
多
く
、
そ
の
理
由

は
ピ

l
リ
l
-
ラ
イ
l
ス
ら
の
海
賊
行
震
あ
る
い
は
征
服
行
震
に
類
す
る
行
震
に
闘
す
る
記
述
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
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貼
で
も
特
異
な
性
格
を
有
す
る
。

同
西
地
中
海
北
岸
は
紋
述
の
流
れ
、
一
章
蛍
り
の
ペ
ー
ジ
数
、
行
数
の
相
封
的
な
大
き
さ
、
さ
ら
に
は
歴
史
的
情
報
の
量
と
内
容
の
い
ず
れ
の

358 

で
あ
っ
た
。

川
開
『
キ
タ

l
ブ
・

バ
フ

リ
エ

』
に
は
地
中
海
に
閲
す
る
同
時
代
的
な
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
、

オ
ス
マ
ン
朝
は
そ
の
よ
う
な
情
報
を
利
用
可
能

今
後
は
、
各
潟
本
の
所
在
を
再
度
確
認
す
る
こ
と
、
九
二
七
年
本
と
九
三
二
年
本
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
の
中
で
の
寓
本
の
比
較
検
討
、
さ
ら
に

雨
系
統
相
互
の
比
較
検
討
と
い
ア
た
作
業
が
必
要
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
研
究
者
の
闘
心
の
封
象
と
な
り
、
本
稿
で
も
僅
か
な
が
ら
言

及
し
た
『
キ
タ

l
ブ
・
バ
フ
リ
エ
』
の
参
照
文
献
の
問
題
も
、
そ
う
い
っ
た
作
業
が
あ
る
程
度
進
捗
し
た
時
黙
で
は
じ
め
て
検
討
可
能
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
特
異
性
の
際
立
つ
西
地
中
海
北
岸
に
つ
い
て
は
、
特
に
関
心
を
も
っ
て
様
々
の
角
度
か
ら
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

註(
1
)

地
中
海
が
そ
れ
を
取
巻
く
様
々
の
民
族
、
集
図
の
交
遜
、
交
流
を
可

能
に
す
る
事
に
よ
り
、
そ
こ
に
自
ず
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
一
つ
の
固
有
な
世
界
即
ち
地
中
海
世
界
を
想
定
し
た
場
合
、
オ
ス

マ
ン
朝
の
ア
ナ
ト
リ
ア
で
の
勃
興
と
海
岸
部
の
征
服
は
オ
ス
マ
ン
朝
の

地
中
海
世
界
へ
の
参
入
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
オ
ス
マ
ン
朝
の
地
中

海
で
の
隆
勢
と
そ
の
制
覇
は
即
ち
オ
ス
マ
ン
朝
の
地
中
海
世
界
と
の
関

輿
の
深
化
及
び
そ
こ
で
の
存
在
の
重
要
化
に
他
な
ら
な
い
。

(

2

)

一
二
橋
冨
治
男
『
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
史
論
』
吉
川
弘
文
館
一
九
六

六
、
二
一
一

l
二
三
四
ペ
ー
ジ
。

〈

3
)

カ
マ

l
ル
・
ラ
イ
l
ス
の
兄
弟
慣
と
旨
玄
与
曲
目
自
主
の
子
と
さ

れ
る
が
、
ヵ
マ

l
ル
・
ラ
イ
l
ス
の
姉
妹
の
子
と
す
る
設
も
あ
る
。
こ

の
黙
は
、
ピ

1
リ
l

・
ラ
イ
l
ス
自
身
の
読
明
に
食
い
違
い
が
あ
る
。

『
キ
タ
l
ブ
・
パ
フ
リ
エ
』
の
二
系
統
の
篤
本
の
う
ち
、
九
二
七
年
本

系
で
は
姉
妹
の
子
と
言
い
、
九
三
二
年
本
系
で
は
兄
弟
の
子
と
言
っ
て

い
る
(
本
稿
本
文
一
一

O
l
一
一
一
ペ
ー
ジ
及
び
註
(

8

)

参
照
〉
。

(
4
)
E
g
r
玄
o
r
B
2
3
r
F
o
g
g
p
h
h
5
5」
41・
P
E
E
-

5
5l
N∞・
407ω
・司・

ω
5・
註
同
参
照
。
た
だ

し
、
回
日

g
r

玄
σ
『
目
立
斗
与
-
一
円

の
記
述
は
根
擦
が
不
明
で
あ
る
。
ま
た
『
キ
タ
l

プ
・
パ
ブ
リ
エ
』
〉
百
臼
O

守
曲
以
H
N

寓
本
冒
頭
部
会
一
ペ
ー
ジ
)
で
は

ヨ
ユ
河
内
へ
岡
田
『
・
色
白
伺
丘
一
玄
ロ
σ曲
目
ヨ
包
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ

る。

(
5
)
 

-134ー

こ
の
嫌
疑
に
つ
い
て
は
、
。

g
m
-
N
O
P
E
E
-
E口
同
町
内
若
宮
口
r
P

2
3吋

印

刷

N

E
♂
同
氏
町
内

H
3・
S
(
H
S
3・
3
・呂田
l
l
N
E

を
参
照
。

(
6
)

以
下
関
口
止
。
恒
ロ
白
〉
一
宮
町
三

5
8
に
納
め
ら
れ
た
〉
可
曲
印
。
々
同
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N
a
H
N

篤
本
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
の
参
照
ベ

l
ジ
を
こ
の
よ
う
な
形
式

で
示
す
。

(
7〉

JP円
E
1
5
は、

CFERNSNM之
内
宮
句
、
.
R
n
p出

S
M
U
Q
M
E
〈
そ
の

一
部
が
同
廿
白
ふ
詰
釦
一
若
干
制
』
円
、
vhHい
官
、
主
任
凡
さ

HUSMHRH
の
名
で
知
ら
れ
て

い
る
〉
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
玄
ロ円邑聞

が
、
そ
の
著
作
の
中
で
、

か
つ
て
句
。
ャ
ヨ
智
誌
な
る
書
物
を
著
わ
し
た
が
、
そ
の
書
物
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
名
撃
は
す
べ
て
ヨ
ユ
な
る
者
に
闘
し
た
、
と
述
べ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
、
『
キ
タ
l
ブ
・
バ
フ
リ
エ
』
は
ピ
l
リ
l

・
ラ
イ

l
ス
が
用
意
し
て
あ
っ
た
材
料
を
玄
ロ
品
含
が
趨
め
た
も
の
と
断
定

し
た
〔
〈
5
E
1
5
5巴
〕
。
こ
の
主
張
は
典
子
界
の
通
説
と
な
っ
て
い

る
が
、
同
時
に
ピ

i
リ
l

・
ラ
イ
l
ス
が
第
一
義
的
な
著
者
で
あ
っ
て

通
常
『
キ
タ
l
プ
・
パ
フ
リ
エ
』
の
著
者
を
ピ

1
リ
l

・
ラ
イ
l
ス
と

す
る
こ
と
も
そ
れ
以
後
特
に
異
論
無
く
定
着
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

(

8

)

雨
系
統
の
陵
裁
、
内
容
上
の
相
違
を
関
口
正
品

Z
-
E
3
m♀

sa

の
解
説
部
等
の
先
皐
の
研
究
を
も
参
考
に
し
て
纏
め
れ
ば
次
の
よ
う
に

な
る
。ω散

文
序
で

①
執
筆
理
由
を
述
べ
た
部
分
の
表
現
の
違
い

②
著
者
自
身
に
か
か
る
設
明
の
遠
い

九
二
七
年
本
系
で
は
カ
マ

l
ル
・
ラ
イ

l
ス
の
姉
妹
の
子
と

し
、
九
三
二
年
本
系
で
は
カ
マ

l
ル
・
ラ
イ
l
ス
の
兄
弟
の
子

と
す
る

な
ど
の
相
違
鈷
が
見
ら
れ
る
。

ω九
三
二
年
本
系
に
の
み
韻
文
の
歴
史
、
地
理
、
航
海
法
な
ど
に
関

す
る
解
設
が
あ
る
。

ω九
三
二
年
本
系
の
み
本
文
を
散
文
で
書
く
理
由
を
述
べ
、
知
識
が

必
要
と
な
っ
た
そ
の
場
で
す
ぐ
理
解
で
き
る
こ
と
を
意
園
し
た
と

す
る
。

ω九
二
七
年
本
系
の
寓
本
の
多
く
は
一
三

O
園
前
後
の
地
図
を
持
つ

が
、
九
三
二
年
本
系
は
二
二

O
間
前
後
で
あ
る
。

∞
九
二
七
年
本
系
の
篤
本
で
町
ご
と
に
述
べ
ら
れ
る
歴
史
的
情
報

が
、
九
三
二
年
本
系
の
方
で
は
地
理
的
・
専
門
的
情
報
に
か
え
ら

れ
て
い
る
。

ω九
三
二
年
本
系
に
の
み
九
一
の
封
句
か
ら
な
る
韻
文
の
践
が
あ

る。

的
九
三
二
年
本
系
潟
本
で
は
、
奥
書
(
円
。

-svoロ
)
を
持
た
な
い
た

め
書
篤
生
、
書
寓
年
代
を
特
定
出
来
な
い
場
合
が
多
い
。

な
お
爾
系
統
の
寓
本
の
説
明
に
つ
い
て
は

ω
E
n巾
r
H
S
S
も
参
照

の
こ
と
。

(

9

)

切ロ円白血
-H
室
。
『
自
己
叶
丸
岡
町
に
よ
れ
ば
、
ピ
l
リ
l

・
ラ
イ
1
ス

自
身
に
よ
っ
て
九
三
二
年
に
骨
持
さ
れ
た
篤
本
(
原
本
と
ま
で
は
明
言
し

て
い
な
い
)
が
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
二
ニ
四
二
年
(
西
暦
一
九
二
三
/
四
〉

の
数
年
前
に
「
フ
ラ
ン
ス
の
博
物
館
同
J
2
2
7向
ENg-」
に
よ
っ
て

買
い
取
ら
れ
、
元
々
そ
れ
は
イ
ス
タ
ン
プ
ル
在
住
の
一
人
物
の
手
許
に

あ
っ
た
が
、
故
あ
っ
て
賓
り
梯
わ
れ
た
の
だ
と
い
う
〔

5
5・〕
。
事
賓

と
す
れ
ば
、

回一宮町
O
F
2
5
B
E
E
-
o
所
裁
の
九
三
二
年
本
系
篤

本
で
あ
る

ω
zz-
bヨ
OE
Z
R
申
忽
が
そ
れ
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

E
r
-
-
o
F
2
5
S
E
E
F
所
蔵
ト
ル
コ
語
篤
本
の
カ
タ
ロ

グ
を
編
集
し
た

巴
o
n
F
2
は

ωロ
官
官
広
目
。
E
2
5
8∞
に
つ
い

て
、
母
音
貼
附
き
の
ナ
ス
フ
鐙
で
四
三
四
菜
、
二
ハ
世
紀
後
牢
に
属
す

-135ー
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る
と
し
て
い
る
が
、
来
歴
を
示
唆
す
る
事
柄
は
何
も
語
っ
て
い
な
い

(∞
-onroF
開・
・
NW芯円札。
hpbAYE
司
令

H53bhp(UQHね
な
句
史
偽
札

Awh

h
h
a
E
Rミ
号
室
、
主
吋
O
B
O
N
-
3
3
S
8・
唱

-
5
3。
ま
た

ω。
cnor
は
『
キ
タ
l
プ
・
パ
フ
リ
エ
』
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
部
分
の
記
載

の
比
較
に
あ
た
っ
て
こ
の

ω
C
3
-
b
B
gご
ロ
『
円
由

g
も
使
用
し
て
お

り
、
簡
皐
な
解
設
を
加
え
て
い
る
が
、
や
は
り
来
歴
に
は
一
切
言
及
し

て
い
な
い
〔
ω
o
z
s
r
s芯
7
5
3。
筆
者
は

ω
名目
L
b
B
m
E
2
2

由
回
目
を
詳
し
く
検
討
し
て
い
な
い
た
め
、
何
と
も
剣
断
し
難
い
。

(
叩
)
〉
同
Z

H

H

M

同ロ

5=で
一
ホ
さ
れ
た
篤
本
リ
ス
ト
は
同
日
ι。
恒
ロ
'

〉
戸
宮
町
三

H
S印
に
倣
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
日
)
そ
れ
ぞ
れ
の
潟
木
の
停
来
を
正
確
に
把
盤
、
検
討
し
た
上
で
議
論
す

ベ
き
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
商
系
統
の
寓
本
の
所
在
地
の
際
だ
っ
た
相

違
が
『
キ
タ
l
プ
・
バ
フ
リ
エ
』
が
賀
際
に
使
用
さ
れ
た
嘗
時
の
流
布

の
態
援
を
あ
る
程
度
反
映
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
九
二
七
年
本
は
庚
く

西
方
に
も
流
布
し
、
九
三
二
年
本
は
イ
ス
タ
ン
プ
ル
を
中
心
と
し
た
ご

く
限
ら
れ
た
範
園
で
流
布
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ

と
は
雨
系
統
の
受
容
の
さ
れ
方
が
異
な
る
こ
と
を
示
し
、
さ
ら
に
は
爾

者
の
性
格
も
異
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
疑
わ
せ
る
。

(
ロ
)
出
版
に
際
し
て
特
に
こ
の
寓
本
が
選
ば
れ
た
理
由
は
定
か
で
は
な

ぃ
。
書
官
局
年
代
が
比
較
的
古
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
文
字
部
分
の
誤

り
が
少
な
い
こ
と

3
0
5
0
r
5
3
7
呂
田
〕
、
保
存
朕
態
が
良
い
こ

と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
一
九
八
九
年
九
月
筆
者
が
イ
ス
タ
ン
プ
ル
を
訪
れ
た
際
、

〉
苫
E
『苫
N
E
N
潟
本
所
誠
元
の

ω
巳
ミ
B
g
f
o
図
書
館
館
長

沼
E
B
B
2
C
F
2
氏
の
計
ら
い
に
よ
り
、
原
本
を
徐
討
す
る
機
禽

を
得
た
。
記
し
て
氏
の
ご
好
意
に
感
謝
す
る
。

(日

)
ω
0
5
0
r
巴
3
7
呂田
。
従
っ
て
こ
の

ω
2
2
r
の
設
明
を
受
け
い

れ
る
と
す
れ
ば
、
〉
可
g
a
E
N合
N
寓
本
の
書
寓
年
代
は
一
六
世
紀
前

牟
と
な
る
。

(

M

)

日ハロ円品。町
-g'
〉
-
宮
間
三
巴
ω
印
で
は
二

O
九
章
と
さ
れ
る
が
誤
り
。

ω
0
5
0
r
は
正
し
く
一
一
一

O
章
と
し
て
い
る
〔

H
S
V
一
宮
∞
〕
。

(日

)
E
z
r
o
H
W
U
-HW--bwN
同民
h
h
O
3
2
N
C
g
h
E』

守
、
V

ハ
望
。
L
司

HFぬ

OHH。
詰
お
お
図
書

h
v
q
p
F
2
ι
g
H
U吋
N-
司』

Y
忠
告
・

7
白
白
唱
}
口
〈
・

(
日
)
織
田
武
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
一
四

O
六
年
に
ヤ
コ
ポ
・
ア
ン
ジ
エ
ロ
に

よ
っ
て
完
成
し
て
い
る
(
織
田
武
雄
監
修
、
中
務
哲
郎
誇
『
プ
ト
レ
マ

イ
オ
ス
地
理
皐
』
東
海
大
皐
出
版
舎
一
九
八
六
年
、
日
)
。

(
ロ
)
円
内
酔
Z
o
は
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
な
ど
に
よ
る
著
作
が
既
に

存
在
し
、
そ
れ
を
ピ
l
リ
l

・
ラ
イ
l
ス
が
自
ら
翻
誇
し
た
か
、
あ
る

い
は
翻
議
さ
れ
て
い
た
も
の
を
利
用
し
た
と
見
な
し
て
い
る
〔
関
与
一
目
。

巴
区
一

E

|
酌
印
〕
。
し
か
し
、
利
用
さ
れ
た
文
献
は
そ
こ
で
は
は
っ
き

り
と
指
摘
さ
れ
て
は
い
な
い
し
、
ま
た
別
途
渓
見
さ
れ
て
も
い
な
い
た

め
、
そ
の
主
張
の
根
援
は
極
め
て
薄
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一

方
、
ピ

1
リ
I
・
ラ
イ
l
ス
の
言
葉
を
額
面
通
り
に
受
け
取
っ
て
全
て

質
陸
験
と
断
定
す
る
〉
同
Z
F
g
の
主
張
も
読
得
力
に
飲
け
る
。
庚

大
な
地
中
海
全
鐙
の
、
そ
の
ま
た
多
数
の
地
黙
に
つ
い
て
微
に
入
り
細

を
穿
つ
が
如
き
記
述
が
全
て
一
人
の
人
物
の
質
強
験
に
基
づ
く
と
は
に

わ
か
に
受
け
い
れ
難
い
こ
と
か
ら
も
、
何
ら
か
の
基
礎
的
著
作
の
存
在

を
否
定
し
切
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
刊
日
〉
例
え
ば
、
「
ヴ
ェ
ネ
l
ツ
ィ
ア
湾
(
宅
自
包
同
r
r
o同町
E
C
に
あ
る

某
所
を
読
明
す
る
」
、
「
カ
タ
ラ
ン
の
島
々
の
一
つ
で
あ
る
某
所
を
設
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明
す
る
」
な
ど
の
表
現
。

(日
)
ω
g
n
o
r
は
「
最
も
詳
し
く
(
同
S
n
F
M
L
E
t
s
5
」
叙
述
さ

れ
て
い
る
地
域
と
し
て
エ
ー
ゲ

海
、
ギ
リ
シ
ャ
沿
岸
と
イ
オ
ニ
ア
諸

島
、
北
ア
フ
リ
カ
(
な
か
ん
ず
く
ブ
ジ
ャ
l
ヤ
|
ト
リ
ポ
リ
開
〉
の
三

地
域
を
指
摘
し
て
い
る
〔
H
s
r
二
区
町
〕
。

「
詳
し
い
L

と
は
如
何
な

る
意
味
か
剣
断
し
か
ね
る
が
、
叙
述
の
分
量
だ
け
に
注
目
す
れ
ば
、
既

に
見
た
通
り
エ
ー
ゲ
海
・
イ
オ
ニ
ア
海
東
部
医
域
、
ア
ド
リ
ア
海
・
イ

オ
ニ
ア
海
西
部
医
域
で
は
断
然
多
い
が
、
北
ア
フ
リ
カ
匿
域
で
は
特
に

目
立
っ
て
多
い
誇
で
は
な
い
。

(
却

)
ω
o
c
n
o
r
は
エ
ー
ゲ
海
、
ギ
リ
シ
ャ
沿
岸
と
イ
オ
ニ
ア
諸
島
、
北
ア

フ
リ
カ
(
な
か
ん
ず
く
プ
ジ
ャ

1
ヤ
|
ト
リ
ポ
リ
開
〉
の
三
地
域
で
叙

述
が
詳
し
い
理
由
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
、
ピ
l
リ
l
・
ラ
イ
l
ス
の
生
地

で
あ
る
こ
と
、
ピ
l
リ
l
・
ラ
イ
l
ス
が
カ
マ
l
ル
・
ラ
イ
l
ス
と
参

戦
し
た
海
域
で
あ
る
こ
と
、
一
五

O
O年
前
後
カ
マ

I
ル
・
ラ
イ
l
ス

の
活
動
嬢
黙
で
あ
っ
た
こ
と
を
奉
げ
て
い
る
〔
ω
2
2
r
H
由
斗
釘
・
ピ
由
〕
。

(
幻
)
エ
ー
ゲ
海
・
イ
オ
ニ
ア
海
東
部
匿
域
に
も
大
き
な
島
は
存
在
す
る

が
、
西
地
中
海
匿
域
ほ
ど
極
端
に
a
、
a
y
の
値
は
大
き
く
な
ら
な
い
。

小
さ
な
島
も
多
い
た
め
に
、
そ
れ
ら
が
数
値
を
引
き
下
げ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

(
包
〉
先
に
検
討
し
た
、
西
地
中
海
北
岸
監
域
で
の
逆
行
現
象
も
勘
案
す
れ

ば
、
こ
の
匡
域
の
特
殊
性
が
よ
り
明
瞭
に
な
ろ
う
。

(
幻
)
北
ア
フ
リ
カ
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
地
域
に
ピ
l
リ
i

・
ラ
イ
l
ス
の
貫
睦

験
に
基
づ
く
記
述
が
多
い
こ
と
は
、
既
に
ω
o
z
n
o
r
が
指
摘
し
て
い

る
〔
ω
。
E
n
o
r
H
由
斗
ω
r
H
H
U
H
〕
。
し
か
し
、
ω
o
c
n
o
r
は
『
キ
タ
l
プ
・

バ
フ
リ
エ
』
の
本
文
全
陸
を
分
析
し
た
上
で
チ
ュ
ニ
ジ
ア
地
域
を
位
置

付
け
て
は
お
ら
.
す
、
ま
た
同
様
に
、
地
中
海
全
慢
の
中
で
こ
の
地
域
の

記
述
の
特
異
性
を
明
ら
か
に
し
た
誇
で
も
な
い
。

(
担
)
北
ア
フ
リ
カ
の
「
ス
ル
タ
l
γ
た
ち
」
に
関
し
て
は
、
ω
o
ロ
g
r

s
a
r
・
F
F
H
H
E
g
を
参
照
。
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officer under Mansur. They were fairly autonomous and they maintained

the public peace within the madina. The Mirdasids then chose the qa1‘ａ

as

　

their residence. Their successors, the‘Uqaylids, the Saljuqids, the

Zangids and the Ayyubids, also used it as their palace.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　　　　　　

－

　　

THE CHARACTER OF 瓦皿AB-I BAHRIYA

―on the Ｔｅχtof the Manuscript of Ayasofya 2612―

　　　　　　　　　　

Shintani Hideharu

　　

The

　

construction and the contents　of　the tｅχt　of　Ayasofya　2612

manuscript of Ｋｉtah-iB萌ｒりα（ａ manuscript of the tｅχtof the year

932, owned by Suleymaniye Kutiiphanesi in Istanbul) were examined as

fundamental work to consider the relation between the Ottoman　Empire

and Mediterranean World. As ａ result, the following points became

obvious.

(1) The current of narration of the text has regularity,but in the area

　　

of Aegean Sea and East Ionian Sea and that ｏ{　"ＷestMediterranean

　　

Sea (especially the part of the north coast of West Mediterranean

　　

Sea) the regularity is broken obviously.

（2）AS for the quantity of description of the tｅχtper area, the weight

　　

of the area of Aegean Sea and East Ionian Sea and that of Adriatic

　　

Sea and West Ionian Sea are large.

（3）Ａs for the quantity of description of the text per chapter, that of

　　

the area of West Mediterranean Sea especially the part of the north

　　

coast is peculiarly large.

（4）The historicalinformation of the text is relatively much in the

　　

area of West Mediterranean Sea and that along the north Africa.

　　

The reason is that descriptions over acts like piracy or conquest of

　　

Piri Ra'is are many･

（5）Ｔｈｅ north coast of West Mediterranean Sea has ａ peculiar character

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－4－



　　　

in every point of the current of narration, the relative largeness of

　　　

the number of pages and that of lines per chapter, and the quality

　　　

and contents of the historicalinformation.

（6）Ｔｈｅ contemporary information about Mediterranean Sea was inco-

　　　

rporated into Kitab-i Bahriya, so the Ottoman Empire was　able to

　　　

make use of such information.

THE POWER STRUCTURE OF THE TAEWONGUN

　　　　　　　

大院君POLITICAL POWER

　　　

―the Analysisabout the Constructionof

　　　　　　　

the Upper PoliticalPower―

Kasuya Kenichi

　　

The purpose of this paper is to ｅχamine several questions about the

power structure of the Taewongun 大院君political power (1863. 12-1873.

11) in Korea.

　　

The author carried out ａ research into the Yangban 雨班bureaucracy

who had held important offices in the central government in the period

of his political power, and analyzed that they had belonged to which of

the Sasaek Tangp‘ａ（Ｆｏｕr Sects) and they had come under the rule of

which clan. The important offices into which the author carried out ａ

research are the Uiijong 議政, the Ｐ‘ans6 割書, the Ch‘ａｍｐ‘ａｎ參割バhe

Kyujang-gak奎章閣, and so on.

　　

As ａ result of the analysis, the author made the following three points

clean. 1) The Namin南人and the Pugin 北人out of the Sasaek Tangp‘ａ

were little appointed to the important offices from the end of the Namin

political power (1694) to the start of the Taewongun political power.

But, in the period of his power, they were frequently appointed to almost

all important offices.　　2）Ｏｕtof those who hold o田ｃｅsas the Uijong,

the Ｐ‘ans6, the total number of the Ch6nju-Yi Clan 全州李氏belonged to

each sects surpassed the number of the Andong-Kim Clan 安東金氏from

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－5－


